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昔
は
サ
ッ
カ
ー
少
年
だ
っ
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
１
９

７
０
年
メ
キ
シ
コ
大
会
か
ら
見
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を

応
援
し
た
が
、
ベ
ッ
ケ
ン
バ
ウ
ア
ー
や
ミ
ュ
ラ
ー
が
い
た
西

ド
イ
ツ
に
敗
れ
た
。こ
の
大
会
の
主
役
は
王
様
ペ
レ
だ
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
リ
ベ
リ
ー
ノ
や
ジ
ャ
イ
ル
ジ
ー
ニ
ョ
も
い

て
、
Ｗ
杯
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
そ
の
後
も
週
末
の
テ
レ
ビ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
み
に
し
た
。

　
十
数
年
し
て
大
学
の
野
球
部
に
所
属
し
、
千
葉
県
の
検
見

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
合
宿
し
た
。
同
じ
施
設
に
森
孝
慈
さ
ん
率

い
る
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が
合
宿
し
て
い
て
び
っ
く
り
し

た
。
野
球
部
側
は
盛
り
上
が
っ
た
が
、
大
学
野
球
部
と
同
じ

施
設
で
合
宿
す
る
の
が
、
Ｗ
杯
を
ま
だ
見
ぬ
当
時
の
サ
ッ
カ

ー
日
本
代
表
の
置
か
れ
た
立
場
だ
っ
た
。

　
こ
の
６
月
2６
日
、
日
本
代
表
は
Ｗ
杯
１
次
リ
ー
グ
を
突
破

し
た
。
も
は
や
驚
き
も
、
歓
喜
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
も
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
時
の
経
過
を
感
じ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
振
り

返
っ
た
の
は
、
同
じ
日
に
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

の
グ
ロ
ッ
シ
事
務
局
長
の
会
見
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
控
室
で

司
会
の
半
沢
隆
実
・
企
画
委
員（
共
同
通
信
）は
、
Ｗ
杯
で

の
メ
ッ
シ
の
活
躍
を
た
た
え
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
の
グ

ロ
ッ
シ
さ
ん
は「
私
は
何
も
し
て
い
な
い
」と
言
い
つ
つ
、

１
次
リ
ー
グ
を
突
破
し
た
日
本
代
表
の
次
の
一
戦
に
つ
い
て

触
れ
た
。
半
沢
企
画
委
員
が「
公
式
コ
メ
ン
ト
で
す
か
」と

突
っ
込
む
と
、「
私
の
キ
ャ
リ
ア
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
」と

笑
っ
た
の
で
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
し
な
い
で
お
く
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

大
学
野
球
部
と
同
じ
施
設
で
合
宿

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
驚
異
的
歩
み

トキと能登
放鳥式で放たれたトキと石川県のトキスーパーバイザーの村本義雄さん（中央）。
羽は個体識別のため着色されている＝５月３１日、石川県羽咋市
� 撮影：嶋田　達也（朝日新聞社映像報道部）
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今 月のクラブゲスト

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

永
なが

田
た

 祐
ゆう

さん 同志社大学教授

　「成年後見制度」を見直す民法改
正案の審議が国会で進んでいる。
「制度が終了した場合に想定される
必要な支援は、現状では不十分な可
能性が高い。福祉側の体制として、
判断能力が不十分な人を支援する
制度の創設を含め、総合的な権利擁
護支援策を再構築する必要がある」

■５・29／出席：会13人、オ43人／「どうなる成年後見」①
／司会：小林伸年委員

木
き

内
うち

 登
たか

英
ひで

さん 野村総合研究所エグゼクティブ・エコノミスト

　「原油価格の上昇幅は第一次オ
イルショック時よりも小さいが、
原油・ナフサの輸入減少幅は格段
に大きい」「代替ルートでの調達が
持続的に続けられるかは明らかで
はない。日本以外の主要国はほぼ
需要抑制策を講じている。需要側
の政策に着手することが重要だ」

■６・２／出席：会31人、オ57人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」 ⑩エネルギー危機の日本経済への影
響と政策対応／司会：今井純子委員

今
いま

井
い

 悠
ゆう

介
すけ

さん チャンス・フォー・チルドレン代表理事

　2011年、全国で生活困窮家庭の
子どもの学び・体験の支援を行う
公益社団法人を設立。子どもの体
験格差の問題に触れ「体験保障を
子どもの権利としてとらえるべき
だ」。「子どもの貧困の連鎖を断ち切
るには体験を通して想像力・選択
肢の幅を広げていくことが大切だ」

■６・５／出席：会13人、オ41人／「人口減少時代を生きる」
⑪／司会：小林伸年委員

藤
ふじ

波
なみ

 匠
たくみ

さん 日本総研主席研究員

　「2015年にはじまった『地方創生』
は移住促進策に偏重した。地方で質
の高い雇用の創出ができなかった
反省がある。移住促進政策にお金を
投じても成果は大きくない」「結局
は雇用の問題が重要。地方企業に
対して大卒や高専卒など高度人材
の採用を促していくことが大事だ」

■６・８／出席：会18人、オ46人／「人口減少時代を生きる」
⑫／司会：小林伸年委員

住
すみ

田
た

 敦
あつ

子
こ

さん 尾張東部権利擁護支援センター「あすライツ」センター長   
　「代理権、同意権、取消権は自己
決定への制約だと捉えなければい
けない」「制度が変わっても、本人
が分からないからと説明を省略し、
必要性を吟味せず多くの代理権を
つければ今と変わらない。本人が
意思表示できない場合は支援者が
必要性を吟味できるかが大事だ」

■６・10／出席：会９人、オ20人／「どうなる成年後見」②／
司会：小林伸年委員

赤
あか

沼
ぬま

 康
やす

弘
ひろ

さん 弁護士

　成年後見制度の改正について、
「補助制度に統一されるが、現場では
判断能力が低下した人の保護、財
産保護を重視する意識が強い。本
人の意思を尊重できるかどうか、補
助人の意識改革が必要」。「金融機関
が制度の利用をやめた人の取引の
再開をどこまで認めるかも課題だ」

■６・16／出席：会９人、オ20人／「どうなる成年後見」③／
司会：小林伸年委員

三
み

牧
まき

 聖
せい

子
こ

さん 同志社大学大学院教授

　「イスラエルの強力な働きかけに
動かされた大統領によって、なんの
利益もない戦争が起こされてしまっ
たという感覚は、党派を超えて米国
で共有されている」「米国の若い世
代ほどイスラエルを、圧倒的な軍事
力でパレスチナ人を痛めつけてき
た国家と見るようになっている」

■６・22／出席：会43人、オ58人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑪／司会：出川展恒委員

藤
ふじ

崎
さき

 一
いち

郎
ろう

さん 元駐米大使

　「日米関係は一大統領に左右され
ない」「トランプ主義は続くのか。貿
易投資のアメリカファーストは変
わらない可能性はある。国際機関や
同盟国との付き合い方は変わるだ
ろう。ドンロー主義は米国に得では
なく、続かない公算」「米国は変わ
る国だと頭に置かないといけない」

■６・24／出席：会28人、オ59人／「アメリカ建国250年」②
／司会：伊藤宏委員

中
なか

谷
たに

 和
かず

弘
ひろ

さん 東京大学名誉教授、東海大学特任教授

　「現代国際法上、武力行使が容認さ
れるのは、自衛権の行使に該当するか、
国連安保理の武力行使容認決議に
基づく場合。米・イスラエルによるイラ
ンへの武力行使はいずれも該当せず、
違法と言わざるを得ない」「ホルムズ海
峡を常時安定的に航行できるようにす
るため、協議の場の創設を提案する」

■６・25／出席：会22人、オ69人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑫ホルムズ海峡と国際法／司会：出川
展恒委員
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クラブ月 報

　
年
度
最
初
の
四
半
期
は
国
際
情
勢
、
国

内
の
政
治
情
勢
を
受
け
た
記
者
会
見
が
多

く
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は「
イ
ス

ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
」を
８
回
、

「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」を
９
回
、

「
ど
う
な
る
成
年
後
見
」を
３
回
、「
給
付

付
き
税
額
控
除
と
社
会
保
障
」「
ト
ラ
ン
プ

２
・
０
」「
人
口
減
少
時
代
を
生
き
る
」「
ア

メ
リ
カ
建
国
２
５
０
年
」を
２
回
ず
つ
展

開
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
シ
リ
ー
ズ
に
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、「
移
民
・
難
民
か

ら
み
た
世
界
情
勢
」「
史
上
初
の
Ａ
Ｉ
戦

争
」「
再
審
制
度
見
直
し
」を
テ
ー
マ
に
し

た
会
見
が
あ
っ
た
。

　
国
連
機
関
の
要
人
登
壇
が
相
次
い
だ
。

国
連
事
務
次
長
の
中
満
泉
さ
ん
、
国
連
開

発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）総
裁
の
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
・
ド
ゥ
＝
ク
ロ
ー
さ
ん
、
経
済
協

力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）事
務
総
長
の

マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ー
マ
ン
さ
ん
、
国
連
事

務
総
長
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
さ

ん
、
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機

関（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）事
務
局
長
代
理
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ソ
ン
ダ
ー
ス
さ
ん
、
そ
し

て
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）事
務

局
長
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
マ
リ
ア
ー
ノ
・
グ

ロ
ッ
シ
さ
ん
が
登
壇
し
た
。

　
国
連
以
外
で
も
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大
使
の

イ
ニ
ゴ
・
デ
・
パ
ラ
シ
オ
・
エ
ス
パ
ー
ニ

ャ
さ
ん
、
タ
イ
副
首
相
兼
外
相
の
シ
ー
ハ

サ
ッ
ク
・
プ
ア
ン
ゲ
ー
ト
ゲ
ー
オ
さ
ん
、

カ
ナ
ダ
国
防
相
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
マ
ク
ギ

ン
テ
ィ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
た
。

　
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
女
優
賞
を
受
賞

し
た
、「
急
に
具
合
が
悪
く
な
る
」の
岡

本
多
緒
さ
ん
、
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
・
エ
フ
ィ

ラ
さ
ん
、
そ
し
て
監
督
の
濱
口
竜
介
さ
ん

の
会
見
は
、
受
賞
直
後
と
あ
っ
て
多
く
の

人
を
集
め
た
。
東
京
都
小
笠
原
村
村
長
の

渋
谷
正
昭
さ
ん
も
、
核
の
ゴ
ミ
の
処
分
地

選
定
に
向
け
た
文
献
調
査
が
南
鳥
島
で
実

施
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
登
壇
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
記
者
ク
ラ
ブ
の
行
事
と
し

て
山
中
伸
弥
さ
ん
の
総
会
記
念
講
演
と
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
の
受
賞

記
念
講
演
会
も
あ
っ
た
。

会
見
出
席
者
は
増
加
傾
向 

動
画
視
聴
数
は
伸
び
悩
み

　
企
画
委
員
が
精
力
的
に
ゲ
ス
ト
に
働
き

か
け
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
開
催
で
き
た
会

見
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
会
見
の
出
席

者
の
数
字
に
も
表
れ
て
い
る
。

　
出
席
者
が
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ

て
１
０
０
人
以
上
と
な
っ
た
会
見
は
15
件

あ
り
、
25
年
度
の
総
数
を
す
で
に
上
回
っ

た
。「
急
に
具
合
が
悪
く
な
る
」の
会
見

が
１
７
８
人
と
最
多
で
、
グ
テ
ー
レ
ス
国

連
事
務
総
長
が
１
４
６
人
と
続
い
た
。
ま

た
、「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」の
シ

リ
ー
ズ
へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
。

　
出
席
者
を
多
く
集
め
る
こ
と
ば
か
り
狙

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
記
者
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
報
道
を
通
じ
て

人
々
の
知
る
権
利
に
資
す
る
と
い
う
目
的

か
ら
す
れ
ば
、
多
く
の
参
加
者
は
あ
り
が

た
い
。
25
年
度
は
記
者
会
見
の
平
均
出
席

者
が
71
人
と
、
前
年
度
か
ら
減
っ
て
い
た

が
、
26
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
80
人

を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
こ
の
勢
い
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

　
一
方
、
少
し
心
配
な
の
が
会
見
動
画
の

視
聴
回
数
だ
。
24
年
度
の
平
均
視
聴
数
が

１
万
回
を
超
え
て
い
た
が
、
25
年
度
は
半

分
近
く
に
、
今
年
度
は
さ
ら
に
減
っ
て
い

る
。
視
聴
10
万
回
を
超
え
る
動
画
が
、
出

に
く
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
注
目
を

集
め
る
会
見
の
動
画
が
、
自
前
で
放
送
す

る
会
員
社
の
サ
イ
ト
で
視
聴
さ
れ
る
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
と
と
も
に
、
競
合
メ
デ
ィ
ア

が
多
数
あ
る
こ
と
や
動
画
の
長
さ
も
影
響

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（
江
木
）

国
際
機
関
・
外
国
の
要
人

最
初
の
四
半
期
、
会
見
活
発
に
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今 月のクラブゲスト

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

永
なが

田
た

 祐
ゆう

さん 同志社大学教授

　「成年後見制度」を見直す民法改
正案の審議が国会で進んでいる。
「制度が終了した場合に想定される
必要な支援は、現状では不十分な可
能性が高い。福祉側の体制として、
判断能力が不十分な人を支援する
制度の創設を含め、総合的な権利擁
護支援策を再構築する必要がある」

■５・29／出席：会13人、オ43人／「どうなる成年後見」①
／司会：小林伸年委員

木
き

内
うち

 登
たか

英
ひで

さん 野村総合研究所エグゼクティブ・エコノミスト

　「原油価格の上昇幅は第一次オ
イルショック時よりも小さいが、
原油・ナフサの輸入減少幅は格段
に大きい」「代替ルートでの調達が
持続的に続けられるかは明らかで
はない。日本以外の主要国はほぼ
需要抑制策を講じている。需要側
の政策に着手することが重要だ」

■６・２／出席：会31人、オ57人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」 ⑩エネルギー危機の日本経済への影
響と政策対応／司会：今井純子委員

今
いま

井
い

 悠
ゆう

介
すけ

さん チャンス・フォー・チルドレン代表理事

　2011年、全国で生活困窮家庭の
子どもの学び・体験の支援を行う
公益社団法人を設立。子どもの体
験格差の問題に触れ「体験保障を
子どもの権利としてとらえるべき
だ」。「子どもの貧困の連鎖を断ち切
るには体験を通して想像力・選択
肢の幅を広げていくことが大切だ」

■６・５／出席：会13人、オ41人／「人口減少時代を生きる」
⑪／司会：小林伸年委員

藤
ふじ

波
なみ

 匠
たくみ

さん 日本総研主席研究員

　「2015年にはじまった『地方創生』
は移住促進策に偏重した。地方で質
の高い雇用の創出ができなかった
反省がある。移住促進政策にお金を
投じても成果は大きくない」「結局
は雇用の問題が重要。地方企業に
対して大卒や高専卒など高度人材
の採用を促していくことが大事だ」

■６・８／出席：会18人、オ46人／「人口減少時代を生きる」
⑫／司会：小林伸年委員

住
すみ

田
た

 敦
あつ

子
こ

さん 尾張東部権利擁護支援センター「あすライツ」センター長   
　「代理権、同意権、取消権は自己
決定への制約だと捉えなければい
けない」「制度が変わっても、本人
が分からないからと説明を省略し、
必要性を吟味せず多くの代理権を
つければ今と変わらない。本人が
意思表示できない場合は支援者が
必要性を吟味できるかが大事だ」

■６・10／出席：会９人、オ20人／「どうなる成年後見」②／
司会：小林伸年委員

赤
あか

沼
ぬま

 康
やす

弘
ひろ

さん 弁護士

　成年後見制度の改正について、
「補助制度に統一されるが、現場では
判断能力が低下した人の保護、財
産保護を重視する意識が強い。本
人の意思を尊重できるかどうか、補
助人の意識改革が必要」。「金融機関
が制度の利用をやめた人の取引の
再開をどこまで認めるかも課題だ」

■６・16／出席：会９人、オ20人／「どうなる成年後見」③／
司会：小林伸年委員

三
み

牧
まき

 聖
せい

子
こ

さん 同志社大学大学院教授

　「イスラエルの強力な働きかけに
動かされた大統領によって、なんの
利益もない戦争が起こされてしまっ
たという感覚は、党派を超えて米国
で共有されている」「米国の若い世
代ほどイスラエルを、圧倒的な軍事
力でパレスチナ人を痛めつけてき
た国家と見るようになっている」

■６・22／出席：会43人、オ58人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑪／司会：出川展恒委員

藤
ふじ

崎
さき

 一
いち

郎
ろう

さん 元駐米大使

　「日米関係は一大統領に左右され
ない」「トランプ主義は続くのか。貿
易投資のアメリカファーストは変
わらない可能性はある。国際機関や
同盟国との付き合い方は変わるだ
ろう。ドンロー主義は米国に得では
なく、続かない公算」「米国は変わ
る国だと頭に置かないといけない」

■６・24／出席：会28人、オ59人／「アメリカ建国250年」②
／司会：伊藤宏委員

中
なか

谷
たに

 和
かず

弘
ひろ

さん 東京大学名誉教授、東海大学特任教授

　「現代国際法上、武力行使が容認さ
れるのは、自衛権の行使に該当するか、
国連安保理の武力行使容認決議に
基づく場合。米・イスラエルによるイラ
ンへの武力行使はいずれも該当せず、
違法と言わざるを得ない」「ホルムズ海
峡を常時安定的に航行できるようにす
るため、協議の場の創設を提案する」

■６・25／出席：会22人、オ69人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑫ホルムズ海峡と国際法／司会：出川
展恒委員

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37162/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37172/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37156/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37158/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37161/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37167/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37179/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37175/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37184/report
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日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 今月のクラブゲス ト

く
る
目
的
を
超
え
、
い
ろ
ん
な
人
が
共
に

生
き
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
よ
う
な

場
で
も
あ
り
ま
し
た
」

　
同
席
し
た
濱
口
監
督（
同
右
）は「
宮
野

さ
ん
、
磯
野
さ
ん
の
魂
を
引
き
継
ぐ
よ
う

に
演
じ
て
く
だ
さ
っ
た
二
人
の
仕
事
を
支

え
た
自
分
が
と
て
も
誇
ら
し
い
」と
喜
ん

だ
。
そ
の
上
で「
何
よ
り
お
二
人
は
演
技

も
人
間
性
も
す
ば
ら
し
く
、
そ
れ
を
記
録

し
た
映
像
を
見
て
、
私
は
撮
影
現
場
で
も

編
集
す
る
時
で
も
、
感
動
し
て
、
ち
ょ
っ

と
泣
い
て
し
ま
っ
た
り
し
た
」と
打
ち
明

け
た
。

　
映
画
は
６
月
19
日
に
公
開
さ
れ
た
。

読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　
鵜
飼
　
哲
夫

読
ん
で
も
面
白
い
」と
語
り
、「
撮
影
中

は
本
当
に
役
者
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
」と

監
督
へ
の
感
謝
も
述
べ
た
。

　
一
方
、
介
護
施
設
の
責
任
者
で
、
パ
リ

で
偶
然
に
出
会
っ
た
真
理
と
対
話
と
交
流

を
重
ね
な
が
ら
理
想
の
介
護
を
探
求
す
る

マ
リ
ー
＝
ル
ー
を
演
じ
た
エ
フ
ィ
ラ
さ
ん

も
、「
濱
口
監
督
の
映
画
の
た
め
に
日
本

に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
幸
せ
」

と
日
本
語
で
語
っ
て
か
ら
、
９
割
方
、
フ

ラ
ン
ス
で
撮
影
し
た
日
々
を
、
こ
う
印
象

深
く
振
り
返
っ
た
。

　「
撮
影
中
は
、
物
語
や
人
物
の
深
い
と

こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
入
り
、
神
秘
的
な
も
の

を
探
り
に
い
く
感
覚
で
し
た
。
映
画
を
つ

　
映
画「
急
に
具
合
が
悪
く
な
る
」に
主

演
し
、
第
79
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
女

優
賞
に
輝
い
た
岡
本
多
緒
さ
ん（
写
真
中

央
）と
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
・
エ
フ
ィ
ラ
さ
ん

（
同
左
）ら
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
の

は
、
授
賞
式
か
ら
２
日
た
っ
た
５
月
26
日

昼
。
日
本
人
で
初
め
て
女
優
賞
に
輝
い
た

岡
本
さ
ん
は
ま
だ
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
様
子

で
、「
ま
っ
た
く
現
実
味
が
湧
い
て
お
り

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
人
の
方

患
う
哲
学
者
の
宮
野
真
生
子
さ
ん
と
文
化

人
類
学
者
の
磯
野
真
穂
さ
ん
に
よ
る
同
名

の
往
復
書
簡
集
が
原
作
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
住
む
末
期
が
ん
の
演
出
家

の
真
理
を
演
じ
た
岡
本
さ
ん
は「
以
前
か

ら
濱
口
監
督
の
脚
本
の
大
フ
ァ
ン
で
、
せ

り
ふ
が
ず
ば
抜
け
て
す
ば
ら
し
く
、
何
度

に
見
て
も
ら
え

る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し

い
」と
第
一
声

を
発
し
た
。

　
濱
口
竜
介
監

督
・
脚
本
の
映

画
は
、
が
ん
を

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
女
優
賞
受
賞

「
急
に
具
合
が
悪
く
な
る
」会
見
５月26日

「
ま
っ
た
く
現
実
味
が
」

＊�下記のゲストの会見リポートは4～8ページに掲載して
います

山
やま　なか

中 伸
しん　や

弥さん 京都大学iPS細胞研究所名誉所長京都大学iPS細胞研究財団理事長

■５・27／出席：会103人、オ45人／総会記念講演会／司会：
老川祥一理事長

P
パトリック

atrick J. D
デニーン

eneenさん 米ノートルダム大学教授

■６・４／出席：会38人、オ52人／「トランプ2.0」⑰／司会：
半沢隆実委員／通訳：森岡幹代さん

S
シーハサック

ihasak P
プアンゲートゲーオ

huangketkeowさん タイ副首相兼外相

■６・10／出席：会12人、オ23人／司会：江木慎吾専務理
事・事務局長／通訳：大野理恵さん

久
く

保
ぼ

 文
ふみ

明
あき

さん 前防衛大学校長

■６・15／出席：会26人、オ49人／「アメリカ建国250年」①
／司会：伊藤宏委員

D
デービッド

avid J. M
マクギンティ

cGuintyさん カナダ国防相

■６・25／出席：会17人、オ50人／司会：有田司副理事長／
通訳：大野理恵さん

秋
あき

元
もと

 千
ち

明
あき

さん 英国王立防衛安全保障研究所（RUSI）日本特別代表、特別名誉フェロー

■６・18／出席：会49人、オ82人／「史上初のAI戦争～AIと
ロボットの戦場～」／司会：佐藤千矢子委員

R
ラファエル

afael M
マリアーノ

ariano G
グロッシ

rossiさん 国際原子力機関（IAEA）事務局長      

■６・26／出席：会75人、オ63人／司会：半沢隆実委員／
通訳：長井鞠子さん、森岡幹予さん

カンヌ国際映画祭女優賞受賞 
「急に具合が悪くなる」会見

岡
おか

本
もと

 多
た

緒
お

さん カンヌ国際映画祭最優秀女優賞受賞

V
ヴィルジニー

irginie E
エフィラ

firaさん 同

濱
はま

口
ぐち

 竜
りゅう

介
すけ

さん 監督

松
まつ

田
だ

 広
ひろ

子
こ

さん プロデューサー

D
ダヴィド

avid G
ゴキエ

auquiéさん 同

■５・26／出席：会119人、オ59人／司会：中村正子委員／
通訳：高野勢子さん
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会 見リポート� フェイスブック、Ｘ（旧ツイッター）でウェブサイトの更新情報をお知らせしています

総
会
記
念
講
演
会

山
中
　
伸
弥
　

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
名
誉
所
長

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
理
事
長

５月27日

「
マ
ラ
ソ
ン
で
い
う
と
中
間
点
」

「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」⑰

パ
ト
リ
ッ
ク
・
デ
ニ
ー
ン
　

米
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
教
授

６月４日

「
成
功
し
す
ぎ
た
自
由
主
義
」

孤
立
し
た
。
見
捨
て
ら
れ
た
人
々
の
不
満

を
嗅
ぎ
取
り
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
破
壊

す
る
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
は

病
理
の「
症
状
」だ
と
い
う
。

　
一
方
で
、
視
察
し
た
神
奈
川
県
真
鶴
町

の
小
学
校
の
給
食
風
景
を
引
き
合
い
に
、

他
者
へ
の
義
務
や
配
慮
と
い
っ
た
伝
統
が

息
づ
く
日
本
社
会
を
高
く
評
価
。「
私
が

生
ま
れ
育
っ
た
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
に
似

て
い
る
」と
語
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

崩
壊
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
に

は
、家
族
形
成
の
支
援
の
必
要
性
を
力
説
。

ま
た
米
国
で
は
非
常
に
ぜ
い
た
く
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
な
ど
で
も
、
公
共
政
策

に
よ
る
積
極
的
な
介
入
が
必
要
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
会
見
に
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ

エ
フ
著『
ア
イ
ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
』の

翻
訳
者
で
あ
る
日
経
新
聞
Ｏ
Ｂ
の
石
塚
雅

彦
氏
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
の
巨
人
の
伝
記
翻
訳
者
が
会
場

に
い
た
こ
と
を
後
日
伝
え
る
と
、「
大
変

光
栄
だ
。
そ
の
方
は
お
い
く
つ
な
の
か
」

と
身
を
乗
り
出
し
て
興
味
を
示
し
た
。

　
重
い
問
い
を
突
き
つ
け
、
知
的
な
余
韻

の
残
る
会
見
と
な
っ
た
。

　
朝
日
新
聞
社
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部池

田
　
伸
壹

放
」と
い
う
こ

と
を
推
し
進
め

た
。
左
派
は
社

会
面
、
右
派
は

経
済
面
で
自
由

を
追
求
し
た
結

果
、
か
つ
て
の

中
産
階
級
と
地

域
社
会
は
破
壊

さ
れ
、
人
々
は

　
米
国
の「
ポ
ス
ト
・
リ
ベ
ラ
ル
」思
潮

を
先
導
す
る
政
治
学
者
で
、
２
０
１
９
年

に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
Ｊ
・
Ｄ
・
バ

ン
ス
副
大
統
領
の
思
想
的
支
柱
と
も
目
さ

れ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
の
パ
ト
リ
ッ

ク
・
デ
ニ
ー
ン
教
授
が
、
国
際
交
流
基
金

の
招
き
で
初
来
日
し
、
会
見
し
た
。

　
日
本
で
も
話
題
を
呼
ん
だ『
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
は
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
』で
知
ら
れ

る
氏
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
の

根
本
原
因
を
、
自
由
主
義
が
失
敗
し
た
か

ら
で
は
な
く「
完
全
に
成
功
し
た
か
ら
こ

そ
失
敗
し
た
」の
だ
と
説
く
。

　
氏
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
左
右
両
派
は
実

は「
あ
ら
ゆ
る
制
約
か
ら
の
個
人
の
解

ど
に
供
給
す
る
ス
ト
ッ
ク
事
業
だ
。
日
本

の
応
用
研
究
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
品

質
の
技
術
課
題
だ
け
で
な
く
、
事
業
存
続

に
欠
か
せ
な
い
１
０
０
人
規
模
の
雇
用
を

守
る
の
に
苦
労
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
場
し
て
寄
付
を
呼
び
か
け
る
姿
は
知
れ

渡
り「
こ
の
10
年
で
日
本
の
寄
付
文
化
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
」と
手
応
え
を
感
じ

る
ほ
ど
だ
。

　
国
際
競
争
は
激
し
く
、
米
中
が
追
い
上

げ
て
い
る
と
い
う
。
日
本
の
強
み
と
し
て

研
究
対
象
の
病
気
の
多
さ
を
挙
げ
、
そ
れ

を
支
え
る
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

を
中
心
と
す
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。
日
本
発
の
医
療
を

普
及
さ
せ
る
に
は
変
わ
ら
ぬ
国
の
支
援
が

必
要
に
な
る
。
山
中
さ
ん
は「
Ｖ
Ｗ（
ｖ

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
　
ｈ

ａ
ｒ
ｄ
）」と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と「
寄

付
金
や
人
材
集
め
が
自
分
の
役
目
」と
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
支
え
る
決
意
だ
。
ゲ
ス

ト
ブ
ッ
ク
に
は「
初
志
貫
徹
」と
記
し
た
。

　
講
演
は
い
つ
も
と
同
様
に
こ
れ
ま
で
関

わ
っ
た
人
た
ち
の
功
績
を
た
た
え
、
感
謝

の
言
葉
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
寄
付
金
を
も

と
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
を
作
り
、
ス

ト
ッ
ク
事
業
の
雇
用
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
振
り
返
り「
よ
う
や
く
長
年
の

心
配
の
一
つ
が
な
く
な
っ
た
」と
話
す
と

き
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
松
田
　
省
吾

　
山
中
さ
ん
ら

が
２
０
０
６
年

に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
初
め
て
報
告

し
て
か
ら
20

年
。
研
究
は
進

み
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
由
来
の
２
つ

の
再
生
医
療
製

品
が
26
年
３
月

に
期
限
・
条
件
付
き
の
製
造
販
売
の
承
認

を
得
た
。
そ
れ
で
も
達
成
感
に
浸
る
こ
と

な
く「
マ
ラ
ソ
ン
で
い
う
と
中
間
地
点
。

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
」と
話
す
の

は
、
こ
れ
ま
で
も
厳
し
い
道
の
り
だ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。

　
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
応
用
は
創
薬
と
再
生
医

療
が
２
本
柱
だ
。
創
薬
は
遺
伝
性
の
病
気

を
中
心
に
臨
床
試
験
が
進
む
も
の
の
実
用

化
は
ま
だ
な
い
。
一
方
、
再
生
医
療
は
15

以
上
の
臨
床
試
験
・
臨
床
研
究
が
進
む
。

　
山
中
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
、
高
品
質
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
あ
ら
か
じ

め
作
っ
て
蓄
え
て
お
き
、
再
生
医
療
用
な

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37176/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37070/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37154/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37182/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37174/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37173/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37183/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37168/report


5 ⃝日本記者クラブ会報　2026.7.10　No.677

会 見リポート� フェイスブック、Ｘ（旧ツイッター）でウェブサイトの更新情報をお知らせしています

総
会
記
念
講
演
会

山
中
　
伸
弥
　

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
名
誉
所
長

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
理
事
長

５月27日

「
マ
ラ
ソ
ン
で
い
う
と
中
間
点
」

「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」⑰

パ
ト
リ
ッ
ク
・
デ
ニ
ー
ン
　

米
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
教
授

６月４日

「
成
功
し
す
ぎ
た
自
由
主
義
」

孤
立
し
た
。
見
捨
て
ら
れ
た
人
々
の
不
満

を
嗅
ぎ
取
り
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
破
壊

す
る
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
は

病
理
の「
症
状
」だ
と
い
う
。

　
一
方
で
、
視
察
し
た
神
奈
川
県
真
鶴
町

の
小
学
校
の
給
食
風
景
を
引
き
合
い
に
、

他
者
へ
の
義
務
や
配
慮
と
い
っ
た
伝
統
が

息
づ
く
日
本
社
会
を
高
く
評
価
。「
私
が

生
ま
れ
育
っ
た
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
に
似

て
い
る
」と
語
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

崩
壊
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
に

は
、家
族
形
成
の
支
援
の
必
要
性
を
力
説
。

ま
た
米
国
で
は
非
常
に
ぜ
い
た
く
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
な
ど
で
も
、
公
共
政
策

に
よ
る
積
極
的
な
介
入
が
必
要
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
会
見
に
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ

エ
フ
著『
ア
イ
ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
』の

翻
訳
者
で
あ
る
日
経
新
聞
Ｏ
Ｂ
の
石
塚
雅

彦
氏
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
の
巨
人
の
伝
記
翻
訳
者
が
会
場

に
い
た
こ
と
を
後
日
伝
え
る
と
、「
大
変

光
栄
だ
。
そ
の
方
は
お
い
く
つ
な
の
か
」

と
身
を
乗
り
出
し
て
興
味
を
示
し
た
。

　
重
い
問
い
を
突
き
つ
け
、
知
的
な
余
韻

の
残
る
会
見
と
な
っ
た
。

　
朝
日
新
聞
社
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部池

田
　
伸
壹

放
」と
い
う
こ

と
を
推
し
進
め

た
。
左
派
は
社

会
面
、
右
派
は

経
済
面
で
自
由

を
追
求
し
た
結

果
、
か
つ
て
の

中
産
階
級
と
地

域
社
会
は
破
壊

さ
れ
、
人
々
は

　
米
国
の「
ポ
ス
ト
・
リ
ベ
ラ
ル
」思
潮

を
先
導
す
る
政
治
学
者
で
、
２
０
１
９
年

に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
Ｊ
・
Ｄ
・
バ

ン
ス
副
大
統
領
の
思
想
的
支
柱
と
も
目
さ

れ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
の
パ
ト
リ
ッ

ク
・
デ
ニ
ー
ン
教
授
が
、
国
際
交
流
基
金

の
招
き
で
初
来
日
し
、
会
見
し
た
。

　
日
本
で
も
話
題
を
呼
ん
だ『
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
は
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
』で
知
ら
れ

る
氏
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
の

根
本
原
因
を
、
自
由
主
義
が
失
敗
し
た
か

ら
で
は
な
く「
完
全
に
成
功
し
た
か
ら
こ

そ
失
敗
し
た
」の
だ
と
説
く
。

　
氏
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
左
右
両
派
は
実

は「
あ
ら
ゆ
る
制
約
か
ら
の
個
人
の
解

ど
に
供
給
す
る
ス
ト
ッ
ク
事
業
だ
。
日
本

の
応
用
研
究
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
品

質
の
技
術
課
題
だ
け
で
な
く
、
事
業
存
続

に
欠
か
せ
な
い
１
０
０
人
規
模
の
雇
用
を

守
る
の
に
苦
労
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
場
し
て
寄
付
を
呼
び
か
け
る
姿
は
知
れ

渡
り「
こ
の
10
年
で
日
本
の
寄
付
文
化
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
」と
手
応
え
を
感
じ

る
ほ
ど
だ
。

　
国
際
競
争
は
激
し
く
、
米
中
が
追
い
上

げ
て
い
る
と
い
う
。
日
本
の
強
み
と
し
て

研
究
対
象
の
病
気
の
多
さ
を
挙
げ
、
そ
れ

を
支
え
る
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

を
中
心
と
す
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。
日
本
発
の
医
療
を

普
及
さ
せ
る
に
は
変
わ
ら
ぬ
国
の
支
援
が

必
要
に
な
る
。
山
中
さ
ん
は「
Ｖ
Ｗ（
ｖ

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
　
ｈ

ａ
ｒ
ｄ
）」と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と「
寄

付
金
や
人
材
集
め
が
自
分
の
役
目
」と
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
支
え
る
決
意
だ
。
ゲ
ス

ト
ブ
ッ
ク
に
は「
初
志
貫
徹
」と
記
し
た
。

　
講
演
は
い
つ
も
と
同
様
に
こ
れ
ま
で
関

わ
っ
た
人
た
ち
の
功
績
を
た
た
え
、
感
謝

の
言
葉
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
寄
付
金
を
も

と
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
を
作
り
、
ス

ト
ッ
ク
事
業
の
雇
用
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
振
り
返
り「
よ
う
や
く
長
年
の

心
配
の
一
つ
が
な
く
な
っ
た
」と
話
す
と

き
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
松
田
　
省
吾

　
山
中
さ
ん
ら

が
２
０
０
６
年

に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
初
め
て
報
告

し
て
か
ら
20

年
。
研
究
は
進

み
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
由
来
の
２
つ

の
再
生
医
療
製

品
が
26
年
３
月

に
期
限
・
条
件
付
き
の
製
造
販
売
の
承
認

を
得
た
。
そ
れ
で
も
達
成
感
に
浸
る
こ
と

な
く「
マ
ラ
ソ
ン
で
い
う
と
中
間
地
点
。

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
」と
話
す
の

は
、
こ
れ
ま
で
も
厳
し
い
道
の
り
だ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。

　
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
応
用
は
創
薬
と
再
生
医

療
が
２
本
柱
だ
。
創
薬
は
遺
伝
性
の
病
気

を
中
心
に
臨
床
試
験
が
進
む
も
の
の
実
用

化
は
ま
だ
な
い
。
一
方
、
再
生
医
療
は
15

以
上
の
臨
床
試
験
・
臨
床
研
究
が
進
む
。

　
山
中
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
、
高
品
質
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
あ
ら
か
じ

め
作
っ
て
蓄
え
て
お
き
、
再
生
医
療
用
な
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シ
ー
ハ
サ
ッ
ク
・
プ
ア
ン

ゲ
ー
ト
ゲ
ー
オ
　

タ
イ
副
首
相
兼
外
相

６月10日

日
中
関
係「
着
地
点
見
い
だ
し
て
」

「
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
年
」①

久
保
　
文
明
　
前
防
衛
大
学
校
長

６月15日

対
米
関
係
「
戦
後
最
大
の
難
問
」

ー
の
孤
立
が
地
域
の
平
和
と
安
定
を
脅
か

す
こ
と
に
な
る
と
指
摘
。
国
際
社
会
の
舞

台
に「
完
全
復
帰
」で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
姿
勢
を
改
め
て
強
調
し
た
一
方

で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
対
し
て
も
暴
力
行

為
を
減
ら
す
こ
と
や
対
話
を
重
視
す
る
と

い
っ
た
信
頼
回
復
へ
の
努
力
を
求
め
た
。

　
軍
事
衝
突
の
後
に
停
戦
状
態
が
続
く
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
停
戦
を
持
続
的

な
和
平
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
た
。同
時
に
、国
際
的
な
場

で
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
タ
イ
に
つ
い
て「
真
実

で
は
な
い
話
」を
し
て
い
る
と
の
批
判
も

展
開
し
た
。
共
通
の
課
題
と
し
て
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
に
あ
る
特
殊
詐

欺
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
拠
点
へ
の
対
処
を

挙
げ
、日
本
の
協
力
に
も
期
待
を
寄
せ
た
。

　
よ
ど
み
な
く
話
し
て
い
た
シ
ー
ハ
サ
ッ

ク
氏
が
言
葉
を
選
び
な
が
ら
一
段
と
慎
重

に
述
べ
た
の
は
、
日
中
関
係
の
話
題
だ
っ

た
。
台
湾
を
巡
る
日
中
間
の
問
題
解
決
方

法
に
関
し
て
問
わ
れ
た
際
に
は「
互
い
に

受
け
入
れ
可
能
な
着
地
点
を
見
い
だ
し
て

ほ
し
い
」と
し
た
。
台
湾
を
巡
る
二
国
間

関
係
は
、
単
に
日
本
と
中
国
だ
け
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
シ
ー
ハ
サ
ッ
ク
氏
の

言
葉
に
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
。「
厳
し
い

時
代
だ
が
関
係
の
安
定
化
を
期
待
す
る
。

そ
の
こ
と
が
こ
の
地
域（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
）の
平
和
と
安
定
に
つ
な
が
る
」

共
同
通
信
社
外
信
部
　
市
川
　
真
也

　
駐
日
大
使
の
経
験
も
あ
る
シ
ー
ハ
サ
ッ

ク
氏
は
穏
や
か
な
口
調
で
話
し
始
め
た
。

現
政
権
の
安
定
的
運
営
を
背
景
に
今
後
の

経
済
成
長
に
自
信
を
の
ぞ
か
せ
、
農
業
や

観
光
で
の
強
み
を
矢
継
ぎ
早
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
。

　
だ
が
、
シ
ー
ハ
サ
ッ
ク
氏
の
発
言
で
注

目
さ
れ
た
の
は
や
は
り
２
つ
の
隣
国
に
対

す
る
発
言
だ
ろ
う
。

　
軍
事
政
権
が
形
だ
け
の「
民
政
移
管
」

を
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
の

現
実
を
各
国
が
受
け
止
め
る
よ
う
促
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）は
記
者
会
見
時
点
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
首

脳
や
閣
僚
の
主
要
会
議
出
席
を
拒
否
し
て

い
る
が
、
シ
ー
ハ
サ
ッ
ク
氏
は
ミ
ャ
ン
マ

年
大
統
領
選
で
は
共
和
党
の
公
認
候
補
に

と
っ
て
ト
ラ
ン
プ
氏
の
存
在
は
重
荷
と
な

る
。
た
だ
、
民
主
党
政
権
が
復
活
し
た
と

し
て
も
、
全
て
が
元
に
戻
る
わ
け
で
は
な

さ
そ
う
だ
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
生
み
出
し

た
既
得
権
益
や
保
守
化
し
た
司
法
、
ゲ
リ

マ
ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
選
挙
区
割
り
合
戦

な
ど
の
激
し
い
政
党
間
対
立
は
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
消
え
て
も
す
ぐ
に
は
な
く
な
ら
な

い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
極
化
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
１
９
７
０
～
90

年
代
に
か
け
徐
々
に
現
れ
て
き
た
長
期
的

な
ト
レ
ン
ド
だ
か
ら
だ
。

　
た
だ
絶
望
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
だ
。

久
保
氏
は
、
い
ま
の
ア
メ
リ
カ
と
の
向
き

合
い
方
は「
戦
後
最
大
と
も
言
え
る
難

問
」と
し
つ
つ
、「
こ
の
国
の
振
れ
幅
は

大
き
く
、
ト
ラ
ン
プ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
が

戻
っ
て
く
る
可
能
性
も
そ
こ
そ
こ
あ
る
」

と
希
望
を
託
す
。
中
国
が
軍
事
的
・
経
済

的
威
圧
を
強
め
る
中
、
日
本
一
国
で
安
全

保
障
を
確
保
す
る
の
は
ま
す
ま
す
困
難

だ
。
同
盟
は
一
度
解
消
し
た
ら
復
活
は
容

易
で
は
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
の

ア
メ
リ
カ
と
離
婚
す
る
の
で
は
な
く
、
し

ば
ら
く
別
居
す
る
つ
も
り
で
残
り
２
年
半

を
や
り
過
ご
し
つ
つ
、
並
行
し
て
理
念
を

共
に
す
る
同
志
国
と
の
関
係
深
化
を
探
る

こ
と
こ
そ
日
本
の
生
き
る
道
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
報
道
局
次
長
　
小
林
　
史

　「
ト
ラ
ン
ピ

ズ
ム
は
い
つ
ま

で
続
く
の

か
？
」。
二
期

目
就
任
以
降
、

関
税
か
ら
移
民

政
策
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
や
イ
ラ
ン

へ
の
攻
撃
に
至

る
ま
で
、
世
界

を
振
り
回
し
続
け
る
ト
ラ
ン
プ
氏
。
こ
ん

な
ア
メ
リ
カ
に
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
付
き

合
わ
さ
れ
る
の
か
。
今
年「
独
立
」か
ら

２
５
０
年
を
迎
え
る
ア
メ
リ
カ
は
、自
由
・

民
主
主
義
・
平
等
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
的

理
念
に「
目
覚
め
る
時
代
」と「
忘
れ
る
時

代
」を
繰
り
返
し
、
今
は
そ
の
谷
間
の
サ

イ
ク
ル
に
あ
る
、
と
久
保
氏
は
説
く
。
第

一
次
大
戦
以
降
、
民
主
主
義
の
普
及
を
通

じ
て「
利
他
的
な
外
交
」を
リ
ー
ド
し
、

貧
富
の
差
や
人
種
差
別
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格

差
の
解
消
を
進
め
て
き
た
ア
メ
リ
カ
だ

が
、
そ
の
流
れ
を
全
面
的
に
ひ
っ
く
り
返

し
て
き
た
の
が
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
と
い
う
。

　
そ
ん
な
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
率
は
政
権

発
足
以
来
の
低
迷
に
あ
え
ぎ
、
２
０
２
８
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「
史
上
初
の
Ａ
Ｉ
戦
争
」

秋
元
　
千
明
　

英
国
王
立
防
衛
安
全
保
障
研
究
所（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
）

日
本
特
別
代
表
、
特
別
名
誉
フ
ェ
ロ
ー

６月18日

圧
倒
的
戦
力
差
生
む
Ａ
Ｉ
兵
器

デ
ー
ビ
ッ
ド・マ
ク
ギ
ン
テ
ィ
　

カ
ナ
ダ
国
防
相

６月25日

日
英
伊
の
戦
闘
機
開
発
に
関
心

　
日
本
の
よ
う
な
同
志
国
と
は
防
衛
装
備

品
の
輸
出
入
や
技
術
連
携
を
深
め
る
方
針

を
掲
げ
る
。
マ
ク
ギ
ン
テ
ィ
氏
が
訪
日
メ

ン
バ
ー
か
ら
聞
い
た
声
と
し
て
紹
介
し
た

「
カ
ナ
ダ
は
日
本
を
も
っ
と
欲
し
て
い
る
」

と
の
言
葉
は
、
防
衛
分
野
で
の
日
本
の
関

与
に
対
す
る
期
待
感
の
表
れ
だ
。
両
国
が

今
後
連
携
で
き
る
分
野
に
は
、
重
要
鉱
物

や
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、
ド
ロ
ー
ン
開
発

な
ど
を
挙
げ
た
。

　
日
英
伊
に
よ
る
次
期
戦
闘
機
開
発「
Ｇ

Ｃ
Ａ
Ｐ（
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
闘
航
空
プ
ロ
グ

ラ
ム
）」に
対
す
る
参
加
意
欲
も
見
せ
た
。

６
月
24
日
の
小
泉
防
衛
相
と
の
会
談
で

「
カ
ナ
ダ
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
と

知
り
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
」と
明
か

し
た
。
参
加
可
否
に
つ
い
て
は
日
英
伊
の

３
カ
国
の
意
向
に
委
ね
る
と
述
べ
た
。

　
イ
ラ
ン
情
勢
に
つ
い
て
は「
危
機
の
解

決
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
」と
し
、機
雷
除

去
や
サ
イ
バ
ー
技
術
の
情
報
提
供
な
ど
で

持
続
可
能
な
停
戦
に
貢
献
す
る
と
し
た
。

　
対
中
関
係
で
も
日
本
政
府
の
対
応
に
ヒ

ン
ト
を
与
え
た
。
６
月
24
日
に
明
ら
か
と

な
っ
た
邦
人
拘
束
事
案
に
つ
い
て
、
カ
ナ

ダ
人
男
性
が
２
０
１
８
年
に
中
国
で
拘
束

さ
れ
た
経
験
を
振
り
返
り
、
政
府
が
規
律

と
忍
耐
を
保
ち
つ
つ
、「
会
話
や
交
渉
を

続
け
る
こ
と
が
重
要
。
他
国
の
支
援
を
求

め
る
こ
と
も
必
要
だ
」と
呼
び
か
け
た
。

読
売
新
聞
社
国
際
部
　
大
我
　
寛
樹

　
カ
ナ
ダ
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
マ
ク
ギ
ン
テ

ィ
国
防
相
は
防
衛
産
業
を
含
む
１
８
０
社

近
く
の
カ
ナ
ダ
の
企
業
・
団
体
か
ら
約
３

０
０
人
の
代
表
が
参
加
す
る
貿
易
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
合
わ
せ
て
来
日
し
た
。
６
月
25
日

の
記
者
会
見
で
は
日
本
を「
単
な
る
貿
易

相
手
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の

安
定
に
貢
献
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー

だ
」と
強
調
し
た
。
国
際
秩
序
が
不
安
定

化
す
る
中
、
海
洋
国
家
と
し
て
の
共
通
点

や
信
頼
関
係
を
持
つ
両
国
が
防
衛
・
安
全

保
障
の
協
力
を
深
め
る
こ
と
で
、
地
域
の

平
和
や
安
定
に
寄
与
す
る
と
力
説
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
は
２
月
、
同
国
初
の
防
衛
産
業

戦
略
を
公
表
し
た
。
兵
器
調
達
で
依
存
す

る
米
国
の
不
確
実
性
が
増
す
中
、
兵
器
の

国
内
調
達
率
を
上
げ
、
自
立
性
を
高
め
る

狙
い
が
あ
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
戦
い
を
全
体
的
に
支

え
て
い
る
の
が「
デ
ル
タ
」と
呼
ば
れ
る

戦
域
情
報
分
析
シ
ス
テ
ム
だ
。
衛
星
や
ド

ロ
ー
ン
の
映
像
を
統
合
し
、
広
大
な
戦
場

を
監
視
・
分
析
し
て
い
る
。
攻
撃
の
段
で

も
、
ド
ロ
ー
ン
管
理
シ
ス
テ
ム
や
無
人
機

Ａ
Ｉ
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
意
思
決
定

の
速
度
は
け
た
違
い
に
短
縮
さ
れ
、
領
域

横
断
の
同
時
攻
撃
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
最
近
、
ロ
シ
ア
軍
の

兵
站
ル
ー
ト
遮
断
や
ロ
シ
ア
領
深
部
へ
の

攻
撃
で
戦
況
を
好
転
さ
せ
て
い
る
が
、
そ

の
背
景
に
は
Ａ
Ｉ
と
無
人
機
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
と
い
う
。

　
秋
元
氏
は
米
軍
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や

イ
ラ
ン
に
対
す
る
作
戦
に
Ａ
Ｉ
が
本
格
使

用
さ
れ
た
実
情
も
解
説
し
、
今
日
の
戦
争

は
Ａ
Ｉ
の
自
律
的
行
動
や
多
次
元
統
合
戦

を
特
徴
と
す
る「
第
６
世
代
の
戦
争
」だ

と
定
義
。
軍
事
用
Ａ
Ｉ
技
術
を
持
っ
て
い

る
か
否
か
で
圧
倒
的
な
戦
力
差
が
出
る
た

め
、
20
世
紀
の
核
兵
器
に
も
似
て
、「
軍

事
用
Ａ
Ｉ
が
21
世
紀
の
新
し
い
抑
止
力
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」と
指
摘
し
た
。

　
軍
事
用
Ａ
Ｉ
の
問
題
点
や
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
る
昨
今
だ
が
、
原
子
力
・
核
技
術

と
同
様
に「
功
罪
が
あ
る
」と
秋
元
氏
は

語
っ
た
。
国
際
的
規
制
に
関
し
て
は
機
が

熟
し
て
い
な
い
と
の
見
解
だ
っ
た
。

　
産
経
新
聞
社
外
信
部
長
兼
論
説
委
員

遠
藤
　
良
介

　
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
の
技

術
的
側
面
を
、

第
一
人
者
の
秋

元
千
明
氏
が
映

像
・
画
像
を
豊

富
に
使
っ
て
解

説
し
た
。
ド
ロ

ー
ン（
無
人
機
）

が
戦
場
の
主
役
と
化
し
て
い
る
こ
と
は
人

口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

の
戦
い
に
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）が
浸
透
し
て

い
る
実
態
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
Ｆ
Ｐ
Ｖ（
一
人
称
視

点
）ド
ロ
ー
ン
が
ロ
シ
ア
兵
を
追
跡
し
て

爆
撃
す
る
映
像
は
さ
な
が
ら
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
の
よ
う
だ
。
だ
が
、
起
き
て
い
る
こ
と

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
秋
元
氏
は
い

う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
い
く
つ
か
の
層
か

ら
成
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
情
報
分
析
や
敵

識
別
、
攻
撃
に
使
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
米

企
業
パ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ａ
Ｉ
指
揮
統
制
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
連
携
し
て
い
る
。
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る
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聞
い
た
声
と
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て
紹
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し
た
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は
日
本
を
も
っ
と
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て
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る
」

と
の
言
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は
、
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衛
分
野
で
の
日
本
の
関

与
に
対
す
る
期
待
感
の
表
れ
だ
。
両
国
が

今
後
連
携
で
き
る
分
野
に
は
、
重
要
鉱
物

や
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、
ド
ロ
ー
ン
開
発

な
ど
を
挙
げ
た
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日
英
伊
に
よ
る
次
期
戦
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機
開
発「
Ｇ

Ｃ
Ａ
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グ
ロ
ー
バ
ル
戦
闘
航
空
プ
ロ
グ

ラ
ム
）」に
対
す
る
参
加
意
欲
も
見
せ
た
。

６
月
24
日
の
小
泉
防
衛
相
と
の
会
談
で

「
カ
ナ
ダ
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
と

知
り
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
」と
明
か

し
た
。
参
加
可
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に
つ
い
て
は
日
英
伊
の

３
カ
国
の
意
向
に
委
ね
る
と
述
べ
た
。

　
イ
ラ
ン
情
勢
に
つ
い
て
は「
危
機
の
解

決
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
」と
し
、機
雷
除

去
や
サ
イ
バ
ー
技
術
の
情
報
提
供
な
ど
で

持
続
可
能
な
停
戦
に
貢
献
す
る
と
し
た
。

　
対
中
関
係
で
も
日
本
政
府
の
対
応
に
ヒ

ン
ト
を
与
え
た
。
６
月
24
日
に
明
ら
か
と

な
っ
た
邦
人
拘
束
事
案
に
つ
い
て
、
カ
ナ

ダ
人
男
性
が
２
０
１
８
年
に
中
国
で
拘
束

さ
れ
た
経
験
を
振
り
返
り
、
政
府
が
規
律

と
忍
耐
を
保
ち
つ
つ
、「
会
話
や
交
渉
を

続
け
る
こ
と
が
重
要
。
他
国
の
支
援
を
求

め
る
こ
と
も
必
要
だ
」と
呼
び
か
け
た
。

読
売
新
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部
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カ
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は
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の
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参
加
す
る
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に
合
わ
せ
て
来
日
し
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の
記
者
会
見
で
は
日
本
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る
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で
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ド
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平
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地
域
の

安
定
に
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す
る
た
め
の
パ
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だ
」と
強
調
し
た
。
国
際
秩
序
が
不
安
定

化
す
る
中
、
海
洋
国
家
と
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て
の
共
通
点

や
信
頼
関
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を
持
つ
両
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が
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・
安
全

保
障
の
協
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を
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る
こ
と
で
、
地
域
の
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和
や
安
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に
寄
与
す
る
と
力
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し
た
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は
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月
、
同
国
初
の
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衛
産
業

戦
略
を
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表
し
た
。
兵
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調
達
で
依
存
す

る
米
国
の
不
確
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性
が
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す
中
、
兵
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の
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内
調
達
率
を
上
げ
、
自
立
性
を
高
め
る

狙
い
が
あ
る
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ウ
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ラ
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軍
の
戦
い
を
全
体
的
に
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て
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る
の
が「
デ
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タ
」と
呼
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る
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情
報
分
析
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だ
。
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や
ド
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の
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を
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し
、
広
大
な
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場

を
監
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・
分
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も
、
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管
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や
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化
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る
。
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思
決
定

の
速
度
は
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違
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に
短
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、
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の
同
時
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が
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に
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た
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や
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が
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そ
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Ａ
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と
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が
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と
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す
る
作
戦
に
Ａ
Ｉ
が
本
格
使

用
さ
れ
た
実
情
も
解
説
し
、
今
日
の
戦
争

は
Ａ
Ｉ
の
自
律
的
行
動
や
多
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を
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す
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第
６
世
代
の
戦
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と
定
義
。
軍
事
用
Ａ
Ｉ
技
術
を
持
っ
て
い

る
か
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的
な
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る
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、
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兵
器
に
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て
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事
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21
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の
新
し
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に
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で
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い
か
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。
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点
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今
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あ
る
」と
秋
元
氏
は

語
っ
た
。
国
際
的
規
制
に
関
し
て
は
機
が

熟
し
て
い
な
い
と
の
見
解
だ
っ
た
。

　
産
経
新
聞
社
外
信
部
長
兼
論
説
委
員

遠
藤
　
良
介

　
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
の
技

術
的
側
面
を
、

第
一
人
者
の
秋

元
千
明
氏
が
映

像
・
画
像
を
豊

富
に
使
っ
て
解

説
し
た
。
ド
ロ

ー
ン（
無
人
機
）

が
戦
場
の
主
役
と
化
し
て
い
る
こ
と
は
人

口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

の
戦
い
に
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）が
浸
透
し
て

い
る
実
態
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
Ｆ
Ｐ
Ｖ（
一
人
称
視

点
）ド
ロ
ー
ン
が
ロ
シ
ア
兵
を
追
跡
し
て

爆
撃
す
る
映
像
は
さ
な
が
ら
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
の
よ
う
だ
。
だ
が
、
起
き
て
い
る
こ
と

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
秋
元
氏
は
い

う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
い
く
つ
か
の
層
か

ら
成
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
情
報
分
析
や
敵

識
別
、
攻
撃
に
使
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
米

企
業
パ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ａ
Ｉ
指
揮
統
制
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
連
携
し
て
い
る
。
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京
都
府
南
丹
市
の
男
児
殺
害
事
件�

冨
田

　芳
夫（
京
都
新
聞
社
報
道
部
）

情
報
源
の
確
認
を
徹
底

事
件
確
定
ま
で
検
証
見
送
る

ま
だ
幼
さ
が
残
る
小
学
５
年
の
男
児
が

登
校
途
中
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
大
規

模
な
捜
索
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
撃
情
報

は
得
ら
れ
な
い
。
捜
索
が
実
施
済
み
の
場

所
で
見
つ
か
る
遺
留
品
…
。
京
都
府
南
丹

市
の
静
か
な
山
里
で
起
き
た
男
児
の
行
方

不
明
に
は
多
く
の「
謎
」が
あ
っ
た
。
日

を
追
う
ご
と
に
報
道
陣
は
増
え
、
捜
索
に

進
展
が
な
い
日
も
テ
レ
ビ
は
連
日
現
場
か

ら
の
中
継
を
続
け
、
警
察
Ｏ
Ｂ
ら
が
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
で
独
自
の
推
論
を
重
ね
た
。

保
護
者
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
誤
情
報
信
じ

捜
索
、
複
数
の
遺
留
品
の
発
見
、
遺
体

の
発
見
、
そ
し
て
容
疑
者
の
逮
捕

―
。

約
３
週
間
に
わ
た
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

進
ん
だ
事
件
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
大
き
な

話
題
を
呼
ん
だ
。
ネ
ッ
ト
空
間
に
は
真
偽

不
明
の
情
報
や
デ
マ
が
飛
び
交
い
、
謎
解

き
と
犯
人
捜
し
が
過
熱
。「
一
億
総
探
偵
」

と
称
さ
れ
る
状
況
で
、
逮
捕
前
か
ら
父
親

を
犯
人
視
す
る
投
稿
や
親
族
ら
を
中
傷
す

る
書
き
込
み
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

誤
情
報
の
拡
散
力
は
強
い
。「
父
親
は

24
歳
の
外
国
人
で
す
よ
ね
。
も
う
逮
捕
間

近
と
聞
き
ま
し
た
」。
男
児
と
同
級
生
の

子
を
持
つ
保
護
者
で
さ
え
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

流
布
し
た
誤
情
報
を
信
じ
て
い
た
。
一
次

情
報
に
最
も
近
い
現
地
取
材
で
あ
っ
て
も

住
民
の
証
言
が
正
し
い
の
か
、
情
報
の
見

極
め
と
情
報
源
の
確
認
を
徹
底
し
な
が
ら

取
材
を
進
め
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
悪
質
な
誤
情
報
に
対
す
る

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
必
要
性
は
、
取
材

班
の
中
で
議
論
に
な
っ
た
。
人
権
を
侵
害

す
る
デ
マ
や
中
傷
を
検
証
し
、
否
定
す
る

こ
と
は
報
道
機
関
と
し
て
の
責
務
だ
。
例

え
ば
、
男
児
が
父
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て

い
る
と
い
う
文
章
と
と
も
に
投
稿
さ
れ
た

無
関
係
の
子
ど
も
が
大
人
か
ら
殴
ら
れ
る

映
像
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
も
考
え

た
。し

か
し
、
私
た
ち
が
当
該
の
映
像
と
男

児
の
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

に
一
つ
の「
答
え
」を
提
示
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ず
、
親
族
を
犯
人
視
す
る
風
潮

を
強
め
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
遺

体
が
見
つ
か
る
ま
で
は
報
道
機
関
と
し
て

「
事
件
」と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

こ
の
段
階
で
の
検
証
は
見
送
っ
た
。
そ
の

た
め
ニ
ュ
ー
ス
や
連
載
で
一
連
の
デ
マ
を

否
定
で
き
た
の
は
、
父
親
の
逮
捕
後
か
ら

だ
っ
た
。

現
場
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
も

選
挙
や
政
治
報
道
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
り
つ
つ
あ
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と

い
う
検
証
手
法
を
事
件
報
道
に
ど
う
取
り

入
れ
る
の
か
。
今
回
の
よ
う
に「
事
件
」

と
断
定
で
き
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
ケ

ー
ス
の
場
合
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
う

報
じ
る
か
は
議
論
の
余
地
も
多
い
と
感
じ

た
。
そ
の
た
め
に
も
捜
査
機
関
へ
の
取
材

を
深
め
る
こ
と
は
不
可
欠
で
、
推
定
無
罪

を
徹
底
し
な
が
ら
適
切
な
形
で
の
検
証
を

模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム（
集
団
的
過
熱
取

材
）へ
の
対
応
も
課
題
だ
と
感
じ
た
。
男

児
の
自
宅
付
近
に
は
連
日
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
が
押
し
寄
せ
た
が
、
そ
こ
に
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
バ
ー
ら
の
姿
も
あ
っ
た
。
自
宅
前
に

は
親
族
が
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
や

取
材
に
は
応
じ
な
い
旨
の
張
り
紙
を
出
し

て
い
た
が
、
無
断
で
敷
地
内
に
入
っ
て
撮

影
を
試
み
る
投
稿
者
も
い
た
。
現
場
に
い

た
報
道
各
社
は
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放

火
殺
人
事
件
な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
、
親

族
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
代
表
取
材
の

打
診
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

う
し
た
申
し
合
わ
せ
は
当
然
、
既
存
メ
デ

ィ
ア
に
限
ら
れ
る
。
誰
も
が
情
報
を
発
信

で
き
る
時
代
。
節
度
あ
る
取
材
を
メ
デ
ィ

ア
が
保
て
た
と
し
て
も
、
被
害
者
ら
の
平

穏
は
守
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

再
婚
し
て
間
も
な
い
父
親
が
養
子
を
殺

め
た
今
回
の
事
件
。
被
害
者
家
族
は
、
同

時
に
加
害
者
家
族
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
言
わ
れ
な
き

バ
ッ
シ
ン
グ
を
多
く
浴
び
た
。
真
相
解
明

の
場
は
司
法
に
移
る
。
家
族
の
中
で
何
が

あ
っ
た
の
か
。
地
元
紙
と
し
て
取
材
を
続

け
て
い
き
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

記者やカメラが並ぶ中、送検のため捜査本部がある南丹署を出る
容疑者を乗せた車両（４月16日午後/南丹市園部町/京都新聞社提供）

と
み
た
・
よ
し
お
▼
2
0
1
1
年
入
社
　
京
田

辺
・
学
研
総
局
　
報
道
部
　
滋
賀
本
社
を
経

て
　
24
年
か
ら
京
都
府
警
担
当
　
25
年
か
ら
府

警
キ
ャッ
プ
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ー
ノ・

グ
ロ
ッ
シ
　

国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）事
務
局
長

６月26日

廃
炉
作
業
「
順
調
と
い
う
印
象
」

は
、
東
電
が
燃
料
取
り
出
し
や
処
理
水
の

放
出
で
自
信
を
深
め
、
作
業
ペ
ー
ス
が
上

が
る
こ
と
で
廃
炉
完
了
は「
早
ま
る
可
能

性
も
あ
る
」と
話
し
た
。

　
だ
が「
廃
炉
の
本
丸
」と
さ
れ
る
溶
融

核
燃
料（
デ
ブ
リ
）は
１
～
３
号
機
に
推

計
８
８
０
㌧
残
り
、
取
り
出
せ
た
の
は
１

㌘
未
満
。
昨
年
、
デ
ブ
リ
の
本
格
取
り
出

し
が
従
来
の
30
年
代
初
頭
か
ら
37
年
度
以

降
に
遅
れ
る
工
程
が
公
表
さ
れ
た
。
ま
た

１
～
３
号
機
の
原
子
炉
格
納
容
器
直
上
に

あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ふ
た
に
は
、
デ

ブ
リ
に
匹
敵
す
る
高
濃
度
の
放
射
性
物
質

が
付
着
し
課
題
は
山
積
だ
。

　
や
や
楽
観
的
で
は
な
い
か
と
問
わ
れ
る

と
、
グ
ロ
ッ
シ
氏
は「（
廃
炉
は
）時
間
と

の
競
争
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
作
業

を
包
括
的
で
体
系
的
な
正
し
い
方
法
で
進

め
る
こ
と
だ
」と
強
調
し
た
。

　
イ
ラ
ン
の
核
関
連
施
設
へ
の
査
察
に
つ

い
て
は
、
イ
ラ
ン
側
と
専
門
家
レ
ベ
ル
で

初
期
段
階
の
協
議
を
始
め
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
グ
ロ
ッ
シ
氏
は
、
国
連
の
次
期
事
務
総

長
に
立
候
補
し
て
い
る
。「
実
際
に
機
能

す
る
国
連
が
必
要
だ
。
私
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で

の
活
動
を
通
じ
て
世
界
の
指
導
者
と
関
係

を
築
い
て
き
た
。
国
際
問
題
の
解
決
に
取

り
組
む
」と
訴
え
た
。

　
共
同
通
信
社
科
学
部
原
子
力
報
道
室
　

広
江
　
滋
規

り
迅
速
に
作
業

が
進
ん
で
い

る
」
と
評
価
。

23
年
８
月
に
始

ま
っ
た
処
理
水

の
海
洋
放
出
も

「
非
常
に
成
功

し
て
い
る
」と

語
っ
た
。

　
グ
ロ
ッ
シ
氏

　
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）の
グ

ロ
ッ
シ
事
務
局
長
が
６
月
23
～
26
日
に
来

日
し
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
訪
問
後

に
会
見
し
た
。
グ
ロ
ッ
シ
氏
は
廃
炉
作
業

に
つ
い
て「
順
調
と
い
う
印
象
だ
」と
述

べ
、
政
府
と
東
電
が
２
０
５
１
年
ま
で
と

す
る
廃
炉
完
了
を
前
倒
し
で
き
る
可
能
性

も
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
事
故
か
ら
15
年
が
過
ぎ
た
福
島
第
１
原

発
で
は
今
年
６
月
、
炉
心
溶
融
を
起
こ
し

た
２
号
機
の
原
子
炉
建
屋
上
部
に
あ
る
使

用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
燃
料
の
取
り
出

し
が
始
ま
っ
た
。
28
年
度
ま
で
に
６
１
５

体
を
共
用
プ
ー
ル
に
移
し
、
安
定
的
に
保

管
す
る
計
画
だ
。
グ
ロ
ッ
シ
氏
は「
か
な

Ｉ
Ｔ
編
②

記
者
の
た
め
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
最
新

講
座６・

６
／
講
師
：
籏
智
広
太 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局

機
動
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
記
者
／
出
席
：
会
場

７
人
、
ウ
ェ
ブ
17
人

■
情
報
源
を
し
っ
か
り
と
明
か
す

　
籏
智
さ
ん
は
デ
ジ
タ
ル
調
査
報
道
を
担

当
し
、
フ
ェ
イ
ク
対
策
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
調
査
で
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
裏
垢（
裏
ア
カ
ウ
ン
ト
）を
作
り
、

拡
散
源
に
な
り
や
す
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
な
ど
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て「
疑
義
言
説
」

が
流
れ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
を
作
り
監

視
し
て
い
る
と
い
う
。
報
道
す
る
際
に

「
読
者
が
再
検
証
可
能
で
あ
る
こ
と
、
情

報
源
を
し
っ
か
り
と
明
か
す
こ
と
が
大
事

だ
」と
語
っ
た
。

調
査
報
道
②

福
岡
県「
部
課
長
会
」給
与
天
引
き
で
パ

ー
テ
ィ
ー
券
購
入

６
・
20
／
講
師
：
御
厨
尚
陽 

西
日
本
新
聞
社

報
道
セ
ン
タ
ー
記
者
／
出
席
：
会
場
７
人
、
ウ

ェ
ブ
19
人

■
粘
り
強
く
報
じ
続
け
る

　
西
日
本
新
聞
社
は
３
月
、
福
岡
県
庁
の

課
長
級
以
上
で
つ
く
る「
部
課
長
会
」が

給
与
か
ら
天
引
き
し
た
会
費
で
県
議
会
議

長
・
副
議
長
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券

を
購
入
し
て
い
た
こ
と
を
特
報
し
た
。
取

材
の
き
っ
か
け
は
、
御
厨
さ
ん
が
県
政
担

土
曜
記
者
ゼ
ミ

当
時
代
の
２
０
２
０
年
、
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
県
職
員
が
大
量
参
加
す
る
異
様

な
光
景
へ
の
違
和
感
だ
っ
た
。
後
に
県
議

会
の
重
鎮
に
よ
る
会
合
で
も
職
員
が
大
量

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、「
大
量

動
員
さ
せ
る
何
ら
か
の
縛
り
が
あ
る
」と

仮
定
し
て
24
年
８
月
か
ら
取
材
を
始
め

た
。
県
幹
部
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
話
を
聞
き
、

購
入
原
資
の
会
費
が
、
会
員
の
同
意
な
く

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
話
を
聞
い

た
。
取
材
チ
ー
ム
を
組
み「
あ
の
手
こ
の

手
」で
現
職
の
職
員
の
協
力
者
探
し
に
３

カ
月
を
費
や
し
た
。
県
は
６
月
に
中
間
報

告
を
発
表
し
た
が
、
御
厨
さ
ん
は「（
県

政
と
県
議
会
の
）歪
ん
だ
関
係
性
の
話
で

ま
だ
ま
だ
書
き
続
け
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強

く
報
じ
続
け
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ
⑦

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
現
場
で
起

き
て
い
る
こ
と

６
・
10
／
講
師
：
川
口
洋 

（
株
）川
口
設
計
代

表
取
締
役
／
出
席
：
会
場
48
人
、
ウ
ェ
ブ
48
人

　
川
口
さ
ん
は
大
手
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
会

社
を
経
て
会
社
を
設
立
し
、
多
く
の
組
織

の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
わ
っ

て
き
た
。
組
織
内
で
事
故
調
査
報
告
書
を

読
む
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
織
全

体
で
事
業
を
守
る
意
識
が
重
要
だ
と
語
っ

た
。�

（
す
べ
て
事
務
局
）
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京
都
府
南
丹
市
の
男
児
殺
害
事
件�

冨
田

　芳
夫（
京
都
新
聞
社
報
道
部
）

情
報
源
の
確
認
を
徹
底

事
件
確
定
ま
で
検
証
見
送
る

ま
だ
幼
さ
が
残
る
小
学
５
年
の
男
児
が

登
校
途
中
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
大
規

模
な
捜
索
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
撃
情
報

は
得
ら
れ
な
い
。
捜
索
が
実
施
済
み
の
場

所
で
見
つ
か
る
遺
留
品
…
。
京
都
府
南
丹

市
の
静
か
な
山
里
で
起
き
た
男
児
の
行
方

不
明
に
は
多
く
の「
謎
」が
あ
っ
た
。
日

を
追
う
ご
と
に
報
道
陣
は
増
え
、
捜
索
に

進
展
が
な
い
日
も
テ
レ
ビ
は
連
日
現
場
か

ら
の
中
継
を
続
け
、
警
察
Ｏ
Ｂ
ら
が
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
で
独
自
の
推
論
を
重
ね
た
。

保
護
者
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
誤
情
報
信
じ

捜
索
、
複
数
の
遺
留
品
の
発
見
、
遺
体

の
発
見
、
そ
し
て
容
疑
者
の
逮
捕

―
。

約
３
週
間
に
わ
た
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

進
ん
だ
事
件
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
大
き
な

話
題
を
呼
ん
だ
。
ネ
ッ
ト
空
間
に
は
真
偽

不
明
の
情
報
や
デ
マ
が
飛
び
交
い
、
謎
解

き
と
犯
人
捜
し
が
過
熱
。「
一
億
総
探
偵
」

と
称
さ
れ
る
状
況
で
、
逮
捕
前
か
ら
父
親

を
犯
人
視
す
る
投
稿
や
親
族
ら
を
中
傷
す

る
書
き
込
み
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

誤
情
報
の
拡
散
力
は
強
い
。「
父
親
は

24
歳
の
外
国
人
で
す
よ
ね
。
も
う
逮
捕
間

近
と
聞
き
ま
し
た
」。
男
児
と
同
級
生
の

子
を
持
つ
保
護
者
で
さ
え
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

流
布
し
た
誤
情
報
を
信
じ
て
い
た
。
一
次

情
報
に
最
も
近
い
現
地
取
材
で
あ
っ
て
も

住
民
の
証
言
が
正
し
い
の
か
、
情
報
の
見

極
め
と
情
報
源
の
確
認
を
徹
底
し
な
が
ら

取
材
を
進
め
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
悪
質
な
誤
情
報
に
対
す
る

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
必
要
性
は
、
取
材

班
の
中
で
議
論
に
な
っ
た
。
人
権
を
侵
害

す
る
デ
マ
や
中
傷
を
検
証
し
、
否
定
す
る

こ
と
は
報
道
機
関
と
し
て
の
責
務
だ
。
例

え
ば
、
男
児
が
父
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て

い
る
と
い
う
文
章
と
と
も
に
投
稿
さ
れ
た

無
関
係
の
子
ど
も
が
大
人
か
ら
殴
ら
れ
る

映
像
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
も
考
え

た
。し

か
し
、
私
た
ち
が
当
該
の
映
像
と
男

児
の
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

に
一
つ
の「
答
え
」を
提
示
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ず
、
親
族
を
犯
人
視
す
る
風
潮

を
強
め
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
遺

体
が
見
つ
か
る
ま
で
は
報
道
機
関
と
し
て

「
事
件
」と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

こ
の
段
階
で
の
検
証
は
見
送
っ
た
。
そ
の

た
め
ニ
ュ
ー
ス
や
連
載
で
一
連
の
デ
マ
を

否
定
で
き
た
の
は
、
父
親
の
逮
捕
後
か
ら

だ
っ
た
。

現
場
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
も

選
挙
や
政
治
報
道
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
り
つ
つ
あ
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と

い
う
検
証
手
法
を
事
件
報
道
に
ど
う
取
り

入
れ
る
の
か
。
今
回
の
よ
う
に「
事
件
」

と
断
定
で
き
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
ケ

ー
ス
の
場
合
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
う

報
じ
る
か
は
議
論
の
余
地
も
多
い
と
感
じ

た
。
そ
の
た
め
に
も
捜
査
機
関
へ
の
取
材

を
深
め
る
こ
と
は
不
可
欠
で
、
推
定
無
罪

を
徹
底
し
な
が
ら
適
切
な
形
で
の
検
証
を

模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム（
集
団
的
過
熱
取

材
）へ
の
対
応
も
課
題
だ
と
感
じ
た
。
男

児
の
自
宅
付
近
に
は
連
日
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
が
押
し
寄
せ
た
が
、
そ
こ
に
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
バ
ー
ら
の
姿
も
あ
っ
た
。
自
宅
前
に

は
親
族
が
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
や

取
材
に
は
応
じ
な
い
旨
の
張
り
紙
を
出
し

て
い
た
が
、
無
断
で
敷
地
内
に
入
っ
て
撮

影
を
試
み
る
投
稿
者
も
い
た
。
現
場
に
い

た
報
道
各
社
は
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放

火
殺
人
事
件
な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
、
親

族
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
代
表
取
材
の

打
診
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

う
し
た
申
し
合
わ
せ
は
当
然
、
既
存
メ
デ

ィ
ア
に
限
ら
れ
る
。
誰
も
が
情
報
を
発
信

で
き
る
時
代
。
節
度
あ
る
取
材
を
メ
デ
ィ

ア
が
保
て
た
と
し
て
も
、
被
害
者
ら
の
平

穏
は
守
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

再
婚
し
て
間
も
な
い
父
親
が
養
子
を
殺

め
た
今
回
の
事
件
。
被
害
者
家
族
は
、
同

時
に
加
害
者
家
族
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
言
わ
れ
な
き

バ
ッ
シ
ン
グ
を
多
く
浴
び
た
。
真
相
解
明

の
場
は
司
法
に
移
る
。
家
族
の
中
で
何
が

あ
っ
た
の
か
。
地
元
紙
と
し
て
取
材
を
続

け
て
い
き
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

記者やカメラが並ぶ中、送検のため捜査本部がある南丹署を出る
容疑者を乗せた車両（４月16日午後/南丹市園部町/京都新聞社提供）

と
み
た
・
よ
し
お
▼
2
0
1
1
年
入
社
　
京
田

辺
・
学
研
総
局
　
報
道
部
　
滋
賀
本
社
を
経

て
　
24
年
か
ら
京
都
府
警
担
当
　
25
年
か
ら
府

警
キ
ャッ
プ
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今
村
聖
奈
騎
手�

Ｊ
Ｒ
Ａ
女
性
初
の
Ｇ
Ⅰ
制
覇�

寺
下

　厚
司（
ス
ポ
ー
ツ
ニッ
ポ
ン
新
聞
社

大
阪
本
社
レ
ー
ス
部
）

「
か
っ
こ
よ
い
」騎
乗
で
快
挙

女
性
騎
手
の
未
来
照
ら
す
一
勝

「
か
っ
こ
よ
く
乗
り
た
い
」。
18
歳
の
デ

ビ
ュ
ー
時
か
ら
今
村
聖
奈
は
騎
手
の
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
騎
乗
を
最
高

の
舞
台
で
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
５
月

24
日
に
東
京
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
Ｇ
Ⅰ
レ

ー
ス「
第
87
回
オ
ー
ク
ス
」は
、
今
村
騎

乗
の
ジ
ュ
ウ
リ
ョ
ク
ピ
エ
ロ
が
差
し
切
っ

て
優
勝
。
Ｊ
Ｒ
Ａ（
日
本
中
央
競
馬
会
）

所
属
女
性
騎
手
と
し
て
初
の
Ｇ
Ⅰ
ジ
ョ
ッ

キ
ー
と
な
っ
た
。

初
め
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
競
走
で
も
焦
り

は
な
か
っ
た
。「
彼
女
の
こ
と
は
一
番
分

か
っ
て
い
る
」。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
能
力
を

信
じ
て
い
た
。
道
中
は
後
方
で
じ
っ
く
り

待
機
し
、
最
後
の
直
線
に
入
っ
て
も
手
綱

は
抑
え
た
ま
ま
。
残
り
４
０
０
㍍
で
よ
う

や
く
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
と
、
馬
群
を
縫

っ
て
ラ
イ
バ
ル
を
次
々
と
か
わ
し
て
い

く
。
ゴ
ー
ル
前
、
粘
り
込
む
ル
メ
ー
ル
、

外
か
ら
迫
っ
た
レ
ー
ン
の
名
手
２
人
を
抑

え
、
鮮
や
か
に
抜
け
出
し
た
。
右
手
で
力

強
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。「
私
は
乗
っ
て
い

た
だ
け
。最
後
は
間
隔
が
狭
か
っ
た
け
ど
、

馬
が
導
い
て
く
れ
た
」。「
か
っ
こ
よ
す
ぎ

る
」騎
乗
に
、
東
京
競
馬
場
に
詰
め
か
け

た
フ
ァ
ン
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

レ
ー
ス
後
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
公
開
さ
れ
た

レ
ー
ス
中
に
着
用
す
る
ジ
ョ
ッ
キ
ー
カ
メ

ラ
の
映
像
は
４
１
０
万
再
生
を
超
え
る
歴

代
１
位
の
回
数
を
記
録（
６
月
23
日
時

点
）し
、
競
馬
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
社
会

的
な
話
題
と
な
っ
た
。
勝
利
し
た
直
後
に

「
や
ば
い
、
勝
っ
て
も
う
た
ー
」「
や
っ
た

ー
ピ
エ
ち
ゃ
ん
、
ア
ン
タ
い
っ
ち
ゃ
ん
か

っ
こ
い
い
わ
ぁ
」と
馬
上
で
パ
ー
ト
ナ
ー

に
話
し
か
け
る
今
村
の
歓
喜
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

と
に
か
く
負
け
ず
嫌
い
。
元
騎
手
だ
っ

た
父
・
康
成
さ
ん（
現
在
は
飯
田
厩き

ゅ
う

舎し
ゃ

の

調
教
助
手
）の
影
響
を
受
け
、
ジ
ョ
ッ
キ

ー
に
な
る
こ
と
を
志
し
た
今
村
。
デ
ビ
ュ

ー
時
か
ら
注
目
さ
れ
、
ル
ー
キ
ー
イ
ヤ
ー

か
ら
女
性
騎
手
と
し
て
の
記
録
更
新
を
騒

が
れ
た
が
、
性
別
に
関
係
な
く
一
人
の
騎

手
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
４
カ
月
後
の
２
０
２

２
年
７
月
、
重
賞
初
騎
乗
だ
っ
た
Ｇ
Ⅲ
レ

ー
ス「
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
」を
テ
イ
エ
ム
ス
パ
ー

ダ
と
の
コ
ン
ビ
で
逃
げ
切
り
Ｖ
。
話
題
だ

け
で
な
く
、
騎
乗
ぶ
り
で
も
存
在
感
を
放

ち
、
１
年
目
は
女
性
騎
手
最
多
と
な
る
51

勝
を
挙
げ
た
。

苦
難
続
き 

弱
さ
と
向
き
合
う

た
だ
、
翌
年
か
ら
は
苦
難
の
連
続
。
２

年
目
は
25
勝
と
勝
ち
星
が
半
減
。
３
年
目

の
夏
に
は
調
教
中
に
右
肩
を
脱
臼
し
て
３

カ
月
間
の
戦
線
離
脱
、
わ
ず
か
６
勝
に
終

わ
り「
自
分
が
な
り
た
か
っ
た
ジ
ョ
ッ
キ

ー
像
は
こ
れ
だ
っ
た
の
か
な
」と
悩
む

日
々
が
続
い
た
。
そ
の
間
に
は
小
学
生
か

ら
の
幼
な
じ
み
で
同
期
の
角
田
大
河
さ
ん

が
天
国
に
旅
立
つ
悲
し
い
出
来
事
も
あ
っ

た
。
昨
夏
に
は
普
段
調
教
を
つ
け
る
滋
賀

県
・
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
離

れ
、
茨
城
県
・
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
滞
在
。
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、

自
分
を
一
か
ら
見
つ
め
直
し
た
。
ど
ん
な

に
つ
ら
い
状
況
で
も
自
分
の
弱
さ
と
向
き

合
い
な
が
ら
大
好
き
な
馬
の
上
で
、
大
好

き
な
騎
手
の
仕
事
を
続
け
て
き
た
。
そ
し

て
、
ジ
ュ
ウ
リ
ョ
ク
ピ
エ
ロ
と
出
合
い
、

歴
史
的
快
挙
に
つ
な
が
っ
た
。

現
役
Ｊ
Ｒ
Ａ
女
性
騎
手
は
６
人

Ｊ
Ｒ
Ａ
所
属
の
女
性
騎
手
が
初
め
て
誕

生
し
た
の
は
１
９
９
６
年
。
16
年
に
は
16

年
ぶ
り
の
女
性
騎
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
藤
田
菜
七
子
が
話
題
を
集
め
、
19
年
の

フ
ェ
ブ
ラ
リ
ー
Ｓ
で
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
所
属
女
性

騎
手
と
し
て
初
の
Ｇ
Ⅰ
騎
乗（
コ
パ
ノ
キ

ッ
キ
ン
グ
５
着
）、同
年
カ
ペ
ラ
Ｓ
で
Ｊ
Ｒ

Ａ
重
賞
初
制
覇
を
飾
り
、
男
性
相
手
で
も

通
用
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
現
役
の
Ｊ

Ｒ
Ａ
女
性
騎
手
は
21
年
デ
ビ
ュ
ー
の
永
島

ま
な
み
と
古
川
奈
穂
、22
年
の
今
村
聖
奈
、

23
年
の
河
原
田
菜
々
と
小
林
美
駒
、
25
年

の
谷
原
柚
希
の
６
人
。
男
性
騎
手
の
１
２

６
人
に
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、

今
村
の
快
挙
に
影
響
を
受
け
、
騎
手
を
目

指
す
女
性
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
女
性
ジ
ョ

ッ
キ
ー
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
大
き
な

一
勝
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

オークスを制したジュウリョクピエロ（右）。鞍上の今村聖
奈はこん身のガッツポーズ（５月24日/東京競馬場/スポーツ
ニッポン新聞社提供）

て
ら
し
た
・
あ
つ
し
▼
2
0
0
9
年
入
社
　
東

京
本
社
レ
ー
ス
部
で
中
央
競
馬
担
当
　
13
年
か

ら
大
阪
本
社
レ
ー
ス
部
で
競
馬
を
取
材
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辺
野
古「
教
育
基
本
法
」違
反�

国
分

　伸
矢（
共
同
通
信
社
社
会
部
）

文
科
省
の
判
断 

検
証
必
要

「
安
全
」か
ら「
学
習
」へ
シ
フ
ト

４
月
24
日
夕
、
京
都
市
上
京
区
の
同
志

社
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
前
に
は
記
者
や
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
の
ク
ル
ー
ら
数
十
人
が
集
ま
っ

て
い
た
。
待
っ
て
い
た
の
は
文
部
科
学
省

職
員
の
一
行
。
こ
の
日
、
沖
縄
県
名
護
市

辺
野
古
沖
で
研
修
旅
行
中
の
同
志
社
国
際

高
の
生
徒
ら
が
乗
っ
た
船
が
転
覆
し
、
高

校
生
と
船
長
が
死
亡
し
た
事
故
を
巡
り
、

文
科
省
が
学
校
法
人
同
志
社
へ
の「
現
地

調
査
」に
入
っ
た
。
調
査
と
い
っ
て
も
中

身
は
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
で
、
強
制
力

を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
硬
い

表
情
の
職
員
が
１
列
に
並
び
建
物
に
入
る

様
子
は
捜
査
機
関
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
も
の

も
の
し
か
っ
た
。

約
１
カ
月
後
の
５
月
22
日
、
文
科
省
は

同
志
社
国
際
高
の
平
和
学
習
が
政
治
的
活

動
を
禁
じ
る
教
育
基
本
法
に
違
反
す
る
と

の
見
解
を
公
表
し
た
。
生
徒
ら
が
乗
る
船

が
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
工
事
に
反

対
す
る
抗
議
船
だ
と
認
識
し
な
が
ら
研
修

を
行
っ
た
こ
と
や
、
別
の
立
場
を
学
習
す

る
機
会
が
な
く
偏
っ
た
内
容
だ
っ
た
こ
と

が
主
な
理
由
だ
。
学
校
現
場
で
政
治
的
中

立
性
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
過
去
に
も

あ
っ
た
も
の
の
、
違
反
認
定
に
ま
で
踏
み

込
む
の
は
１
９
４
７
年
の
法
制
定
以
来
初

め
て
だ
っ
た
。

学
校
活
動
の
一
環
で
生
徒
ら
が
亡
く
な

っ
た
結
果
の
重
大
さ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
船

の
運
航
管
理
者
と
と
も
に
学
校
の
安
全
管

理
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
の
は
当
然
だ
。
当

初
、
学
校
を
所
管
す
る
京
都
府
を
通
じ
て

情
報
収
集
し
て
い
た
文
科
省
が
直
接
調
査

に
乗
り
出
し
た
必
要
性
も
理
解
で
き
る
。

た
だ
、
違
和
感
は
あ
っ
た
。
今
回
の
検
証

の
中
心
だ
っ
た
は
ず
の
安
全
管
理
体
制
の

問
題
か
ら
、
徐
々
に
平
和
学
習
の
在
り
方

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

か
ら
だ
。
実
際
、
現
地
調
査
の
１
週
間
前

に
は
自
民
党
が
政
府
へ
の
提
言
で「
平
和

教
育
の
名
の
下
に
、
特
定
の
見
方
に
偏
っ

た
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」と
言
及
。
党
の
会
合
の
中
で
も

同
様
の
指
摘
が
相
次
い
で
い
た
。

「
委
縮
効
果
は
全
く
な
い
」

文
科
省
の
判
断
に
何
ら
か
の
政
治
的
な

意
図
は
入
ら
な
か
っ
た
の
か
。
見
解
発
表

後
、
文
科
省
幹
部
は
そ
ろ
っ
て
圧
力
や
忖そ

ん

度た
く

を
否
定
し
、
代
わ
り
に
学
校
側
の
要
因

を
口
に
し
た
。
安
全
管
理
や
平
和
学
習
の

内
容
だ
け
で
な
く
、
調
査
な
ど
へ
の
対
応

に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
、
あ
る
幹
部
は
説

明
し
た
。
今
回
は
特
異
な
ケ
ー
ス
で
、
他

の
学
校
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す

る
幹
部
も
い
た
。
文
科
省
の
方
針
が
政
権

の
中
枢
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
公
表
の
少
し

前
だ
っ
た
と
い
う
。
国
が
特
定
の
学
校
の

教
育
内
容
に
踏
み
込
む
異
例
の
対
応
だ
っ

た
が
、公
表
に
向
け
て
そ
の
ま
ま
進
ん
だ
。

自
民
党
の
提
言
、
学
校
法
人
へ
の
現
地
調

査
と
、
違
反
認
定
に
向
け
た
下
地
は
整
え

ら
れ
て
い
っ
た
。

教
育
現
場
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

松
本
洋
平
文
科
相
は
公
表
後
の
記
者
会
見

で「
萎
縮
効
果
を
生
む
こ
と
は
全
く
な

い
」と
述
べ
た
が
、沖
縄
で
は
、平
和
学
習

の
内
容
を
巡
り
、
基
地
問
題
を
含
め
ず
沖

縄
戦
に
特
化
す
る
よ
う
学
校
か
ら
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

文
科
省
が
公
表
し
た
見
解
は
資
料
部
分

を
除
け
ば
10
㌻
。
判
断
に
至
る
詳
し
い
説

明
は
な
く
、「
総
合
的
に
勘
案
」と
い
う

不
透
明
な
言
葉
に
集
約
さ
れ
た
。
過
去
の

事
例
に
照
ら
し
て
文
科
省
内
で
ど
ん
な
議

論
が
あ
っ
た
か
、
今
後
も
検
証
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
。

安
全
管
理
体
制
は
再
点
検
を

今
回
の
見
解
で
は
、
事
前
の
下
見
が
行

わ
れ
て
い
な
い
な
ど
学
校
側
の
安
全
管
理

体
制
の
不
備
も
多
岐
に
わ
た
り
指
摘
さ

れ
、
亡
く
な
っ
た
生
徒
の
遺
族
は
投
稿
サ

イ
ト「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」に「
安
全
管
理
体
制
を

再
点
検
す
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
全
て
の
学
校
で
見
直

す
機
会
と
な
っ
て
ほ
し
い
」と
つ
づ
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
何

が
必
要
か
。
平
和
学
習
の
在
り
方
を
考
え

る
と
と
も
に
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
も
強
く
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学校法人同志社の現地調査に入る文科省の関係者ら（４月
24日/京都市上京区/共同通信社提供）

こ
く
ぶ
ん
・
し
ん
や
▼
2
0
0
3
年
入
社
　
水

戸
支
局
　
札
幌
支
社
編
集
部
を
経
て
社
会

部
　
25
年
か
ら
文
部
科
学
省
担
当

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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今
村
聖
奈
騎
手�

Ｊ
Ｒ
Ａ
女
性
初
の
Ｇ
Ⅰ
制
覇�

寺
下

　厚
司（
ス
ポ
ー
ツ
ニッ
ポ
ン
新
聞
社

大
阪
本
社
レ
ー
ス
部
）

「
か
っ
こ
よ
い
」騎
乗
で
快
挙

女
性
騎
手
の
未
来
照
ら
す
一
勝

「
か
っ
こ
よ
く
乗
り
た
い
」。
18
歳
の
デ

ビ
ュ
ー
時
か
ら
今
村
聖
奈
は
騎
手
の
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
騎
乗
を
最
高

の
舞
台
で
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
５
月

24
日
に
東
京
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
Ｇ
Ⅰ
レ

ー
ス「
第
87
回
オ
ー
ク
ス
」は
、
今
村
騎

乗
の
ジ
ュ
ウ
リ
ョ
ク
ピ
エ
ロ
が
差
し
切
っ

て
優
勝
。
Ｊ
Ｒ
Ａ（
日
本
中
央
競
馬
会
）

所
属
女
性
騎
手
と
し
て
初
の
Ｇ
Ⅰ
ジ
ョ
ッ

キ
ー
と
な
っ
た
。

初
め
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
競
走
で
も
焦
り

は
な
か
っ
た
。「
彼
女
の
こ
と
は
一
番
分

か
っ
て
い
る
」。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
能
力
を

信
じ
て
い
た
。
道
中
は
後
方
で
じ
っ
く
り

待
機
し
、
最
後
の
直
線
に
入
っ
て
も
手
綱

は
抑
え
た
ま
ま
。
残
り
４
０
０
㍍
で
よ
う

や
く
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
と
、
馬
群
を
縫

っ
て
ラ
イ
バ
ル
を
次
々
と
か
わ
し
て
い

く
。
ゴ
ー
ル
前
、
粘
り
込
む
ル
メ
ー
ル
、

外
か
ら
迫
っ
た
レ
ー
ン
の
名
手
２
人
を
抑

え
、
鮮
や
か
に
抜
け
出
し
た
。
右
手
で
力

強
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。「
私
は
乗
っ
て
い

た
だ
け
。最
後
は
間
隔
が
狭
か
っ
た
け
ど
、

馬
が
導
い
て
く
れ
た
」。「
か
っ
こ
よ
す
ぎ

る
」騎
乗
に
、
東
京
競
馬
場
に
詰
め
か
け

た
フ
ァ
ン
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

レ
ー
ス
後
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
公
開
さ
れ
た

レ
ー
ス
中
に
着
用
す
る
ジ
ョ
ッ
キ
ー
カ
メ

ラ
の
映
像
は
４
１
０
万
再
生
を
超
え
る
歴

代
１
位
の
回
数
を
記
録（
６
月
23
日
時

点
）し
、
競
馬
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
社
会

的
な
話
題
と
な
っ
た
。
勝
利
し
た
直
後
に

「
や
ば
い
、
勝
っ
て
も
う
た
ー
」「
や
っ
た

ー
ピ
エ
ち
ゃ
ん
、
ア
ン
タ
い
っ
ち
ゃ
ん
か

っ
こ
い
い
わ
ぁ
」と
馬
上
で
パ
ー
ト
ナ
ー

に
話
し
か
け
る
今
村
の
歓
喜
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

と
に
か
く
負
け
ず
嫌
い
。
元
騎
手
だ
っ

た
父
・
康
成
さ
ん（
現
在
は
飯
田
厩き

ゅ
う

舎し
ゃ

の

調
教
助
手
）の
影
響
を
受
け
、
ジ
ョ
ッ
キ

ー
に
な
る
こ
と
を
志
し
た
今
村
。
デ
ビ
ュ

ー
時
か
ら
注
目
さ
れ
、
ル
ー
キ
ー
イ
ヤ
ー

か
ら
女
性
騎
手
と
し
て
の
記
録
更
新
を
騒

が
れ
た
が
、
性
別
に
関
係
な
く
一
人
の
騎

手
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
４
カ
月
後
の
２
０
２

２
年
７
月
、
重
賞
初
騎
乗
だ
っ
た
Ｇ
Ⅲ
レ

ー
ス「
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
」を
テ
イ
エ
ム
ス
パ
ー

ダ
と
の
コ
ン
ビ
で
逃
げ
切
り
Ｖ
。
話
題
だ

け
で
な
く
、
騎
乗
ぶ
り
で
も
存
在
感
を
放

ち
、
１
年
目
は
女
性
騎
手
最
多
と
な
る
51

勝
を
挙
げ
た
。

苦
難
続
き 

弱
さ
と
向
き
合
う

た
だ
、
翌
年
か
ら
は
苦
難
の
連
続
。
２

年
目
は
25
勝
と
勝
ち
星
が
半
減
。
３
年
目

の
夏
に
は
調
教
中
に
右
肩
を
脱
臼
し
て
３

カ
月
間
の
戦
線
離
脱
、
わ
ず
か
６
勝
に
終

わ
り「
自
分
が
な
り
た
か
っ
た
ジ
ョ
ッ
キ

ー
像
は
こ
れ
だ
っ
た
の
か
な
」と
悩
む

日
々
が
続
い
た
。
そ
の
間
に
は
小
学
生
か

ら
の
幼
な
じ
み
で
同
期
の
角
田
大
河
さ
ん

が
天
国
に
旅
立
つ
悲
し
い
出
来
事
も
あ
っ

た
。
昨
夏
に
は
普
段
調
教
を
つ
け
る
滋
賀

県
・
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
離

れ
、
茨
城
県
・
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
滞
在
。
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、

自
分
を
一
か
ら
見
つ
め
直
し
た
。
ど
ん
な

に
つ
ら
い
状
況
で
も
自
分
の
弱
さ
と
向
き

合
い
な
が
ら
大
好
き
な
馬
の
上
で
、
大
好

き
な
騎
手
の
仕
事
を
続
け
て
き
た
。
そ
し

て
、
ジ
ュ
ウ
リ
ョ
ク
ピ
エ
ロ
と
出
合
い
、

歴
史
的
快
挙
に
つ
な
が
っ
た
。

現
役
Ｊ
Ｒ
Ａ
女
性
騎
手
は
６
人

Ｊ
Ｒ
Ａ
所
属
の
女
性
騎
手
が
初
め
て
誕

生
し
た
の
は
１
９
９
６
年
。
16
年
に
は
16

年
ぶ
り
の
女
性
騎
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
藤
田
菜
七
子
が
話
題
を
集
め
、
19
年
の

フ
ェ
ブ
ラ
リ
ー
Ｓ
で
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
所
属
女
性

騎
手
と
し
て
初
の
Ｇ
Ⅰ
騎
乗（
コ
パ
ノ
キ

ッ
キ
ン
グ
５
着
）、同
年
カ
ペ
ラ
Ｓ
で
Ｊ
Ｒ

Ａ
重
賞
初
制
覇
を
飾
り
、
男
性
相
手
で
も

通
用
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
現
役
の
Ｊ

Ｒ
Ａ
女
性
騎
手
は
21
年
デ
ビ
ュ
ー
の
永
島

ま
な
み
と
古
川
奈
穂
、22
年
の
今
村
聖
奈
、

23
年
の
河
原
田
菜
々
と
小
林
美
駒
、
25
年

の
谷
原
柚
希
の
６
人
。
男
性
騎
手
の
１
２

６
人
に
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、

今
村
の
快
挙
に
影
響
を
受
け
、
騎
手
を
目

指
す
女
性
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
女
性
ジ
ョ

ッ
キ
ー
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
大
き
な

一
勝
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

オークスを制したジュウリョクピエロ（右）。鞍上の今村聖
奈はこん身のガッツポーズ（５月24日/東京競馬場/スポーツ
ニッポン新聞社提供）

て
ら
し
た
・
あ
つ
し
▼
2
0
0
9
年
入
社
　
東

京
本
社
レ
ー
ス
部
で
中
央
競
馬
担
当
　
13
年
か

ら
大
阪
本
社
レ
ー
ス
部
で
競
馬
を
取
材
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書 いた話　書かなかった話

そ
ん
な
ふ
う
に
答
え
て
い
る
と
、
テ
ュ

ラ
ム
選
手
は
続
け
た
。

「
確
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
世
界
史

的
な
大
事
件
だ
っ
た
。
で
も
、
自
由
と
平

等
を
旗
印
に
市
民
革
命
が
起
き
た
当
時
、

僕
た
ち
の
先
祖
で
あ
る
黒
人
た
ち
は
奴
隷

と
し
て
売
り
飛
ば
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も

当
時
、
奴
隷
貿
易
は
ピ
ー
ク
だ
っ
た
」

「
奴
隷
が
集
め
ら
れ
、
船
に
乗
せ
ら
れ

た
ア
フ
リ
カ
の
場
所
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
起
き
た
パ

リ
は
知
っ
て
い
て
も
、
あ
の
奴
隷
貿
易
の

基
地
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
日
本

に
も
欧
米
に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
し
て
思
う
ん
だ
け
ど
、
同
じ

よ
う
な
例
は
ほ
か
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
」

う
。
幸
い
に
も
、
僕
は
サ
ッ
カ
ー
が
う
ま

く
て
、
プ
ロ
に
な
れ
て
、
収
入
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
い
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
で
も
、
息
子
は
こ
の
先
、
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
だ

ろ
う
っ
て
」

Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
で
初
優
勝
を
果
た

し
た
と
き
、
仏
代
表
チ
ー
ム
は
豪
華
な
布

陣
だ
っ
た
。
中
盤
は
ジ
ダ
ン
を
は
じ
め
、

デ
シ
ャ
ン
、
プ
テ
ィ
、
ジ
ョ
ル
カ
エ
フ
ら

の
各
選
手
で
構
成
。
守
備
は
デ
サ
イ
ー
が

統
率
し
、
前
線
に
は
ア
ン
リ
や
ト
レ
ゼ
ゲ

ら
の
点
取
り
屋
が
い
た
。

パ
ス
回
し
は
華
麗
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
も

十
分
。
一
方
で
移
民
や
そ
の
子
孫
も
多
い

こ
と
か
ら「
ボ
ー
ル
は
十
数
秒
で
世
界
を

１
周
す
る
」と
も
評
さ
れ
た
。
深
刻
な
移

民
問
題
を
抱
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
代
表

チ
ー
ム
の
進
撃
に
沸
き
、
民
族
の
融
和
も

進
む
と
い
う
見
方
す
ら
出
た
と
い
う
。

「
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
は
サ
ッ
カ
ー
だ
」

テ
ュ
ラ
ム
選
手
は
そ
う
言
っ
た
。

「
Ｗ
杯
の
試
合
に
勝
っ
た
く
ら
い
で
、移

民
社
会
の
現
実
が
変
わ
る
わ
け
が
な
い
。

も
っ
と
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
。
試
合
の

結
果
に
沸
き
立
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

僕
た
ち
は
も
っ
と
知
る
べ
き
だ
と
思
う
」

◆
世
を
変
え
る
知
識
伝
え
る
職
業

そ
し
て
、
こ
の
あ
と
、
彼
の
口
か
ら
あ

の
言
葉
が
飛
び
出
し
た
の
だ
。

「
世
の
中
を
変
え
る
た
め
の
知
識
。
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
な

た
の
よ
う
な
職
業
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ

と
思
う
。そ
れ
と
教
育
に
携
わ
る
人
た
ち
。

こ
の
二
つ
の
職
業
の
重
要
性
は
も
っ
と
強

調
さ
れ
て
い
い
」

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
４
カ
月
後
の

２
０
０
７
年
５
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
統

領
選
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
テ
ュ
ラ
ム
選

手
は
当
時
内
相
だ
っ
た
サ
ル
コ
ジ
候
補
を

人
種
差
別
的
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
、

大
き
な
議
論
を
呼
ん
だ
。
こ
れ
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
テ
ュ
ラ
ム
選
手
は
現
役
時

代
も
引
退
後
も
社
会
へ
の
積
極
的
な
発
言

を
続
け
た
。

そ
し
て
、
彼
の
子
ど
も
も
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
の
技
量
を
父
か
ら
引
き

継
い
だ
。
幼
い
頃
、
父
母
に「
僕
、
白
人

に
生
ま
れ
た
か
っ
た
」と
口
に
し
た
、
あ

の
男
の
子
で
あ
る
。

そ
の
マ
ル
ク
ス
・
テ
ュ
ラ
ム
は
イ
タ
リ

ア
の
イ
ン
テ
ル
・
ミ
ラ
ノ
で
活
躍
し
て
お

り
、
今
年
の
Ｗ
杯
で
は
仏
代
表
に
選
ば
れ

た
。代

表
で
の
背
番
号
は
９
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
父
と
違
っ
て
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、
人
種

差
別
に
反
対
し
た
り
自
国
の
極
右
政
党
の

躍
進
に
懸
念
を
示
し
た
り
と
、
社
会
に
向

け
て
積
極
的
に
意
見
を
表
明
す
る
姿
も
父

親
そ
っ
く
り
だ
。

「
例
え
ば
、
１
９
３
１
年
に
パ
リ
で
開

か
れ
た
世
界
植
民
地
博
覧
会
も
そ
う
。
そ

こ
で
は
黒
人
が
展
示
品
だ
っ
た
。
い
い
か

い
？
　
生
き
た
黒
人
が
展
示
さ
れ
た
ん

だ
。た
っ
た
70
年
く
ら
い
前
の
話
だ
。そ
れ

な
の
に
、
多
く
の
人
は
そ
の
事
実
を
忘
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
知
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
が
示
し
て
い
る
重
大
な
意

味
を
社
会
は
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」

◆「
白
人
に
生
ま
れ
て
い
れ
ば
」

テ
ュ
ラ
ム
選
手
が
故
郷
の
グ
ア
ド
ル
ー

プ
諸
島
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
移
住

し
た
の
は
、
９
歳
の
時
だ
。

「
故
郷
の
島
で
は
、
母
親
た
ち
の
世
代

は
ず
っ
と
、
白
人
と
結
婚
す
る
こ
と
が
夢

だ
っ
た
。
白
人
と
結
婚
す
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
子
ど
も
の
肌
の
色
が
白
く
な
る
。
僕
の

子
ど
も
も
あ
る
と
き
、『
白
人
に
生
ま
れ

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
』と
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
一
度
だ
け
ね
。
そ
の
と
き
、
僕
は

妻
と
一
緒
に
息
子
と
向
き
合
っ
て
、
じ
っ

く
り
、
本
当
に
じ
っ
く
り
話
し
た
。『
ど

う
し
て
そ
う
思
う
の
か
い
？
』っ
て
。
頭

越
し
に
怒
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
」

「
知
っ
て
の
通
り
、
僕
が
母
親
と
き
ょ

う
だ
い
た
ち
と
パ
リ
郊
外
に
移
住
し
て
き

た
こ
ろ
は
、
本
当
に
貧
し
か
っ
た
。
部
屋

は
狭
く
、
机
も
な
い
。
団
地
の
階
段
を
机

代
わ
り
に
し
て
い
た
。
パ
リ
の
郊
外
っ
て

言
え
ば
、
ど
う
い
う
場
所
か
分
か
る
と
思
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北
米
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）

は
、
こ
の
会
報
が
出
る
こ
ろ
、
大
詰
め
を

迎
え
て
い
る
。
本
稿
執
筆
時
は
ま
だ
予
選

リ
ー
グ
。
日
本
は
２
試
合
目
で
チ
ュ
ニ
ジ

ア
を
下
し
、
勝
ち
点
４
を
挙
げ
た
。
最
終

成
績
は
果
た
し
て
ど
う
な
る
か
。
盛
夏
の

楽
し
み
が
ま
た
一
つ
増
え
た
。

◆
テ
ー
マ
は
移
民 「
す
ぐ
に
来
て
」

サ
ッ
カ
ー
に
関
心
の
な
い
人
に
は
ど
う

で
も
い
い
話
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
つ
て

フ
ラ
ン
ス
代
表
に
リ
リ
ア
ン
・
テ
ュ
ラ
ム

選
手
と
い
う
名
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
い
た
。

Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
で
活
躍
。
代
表
チ

ー
ム
で
は
ジ
ダ
ン
ら
と
と
も
に
一
時
代
を

築
き
、
１
９
９
８
年
の
Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス
大

会
で
は
同
国
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。

現
役
だ
っ
た
テ
ュ
ラ
ム
選
手
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、
２
０
０
７
年
１
月
で

あ
る
。
シ
ー
ズ
ン
中
で
あ
り
、「
取
材
は

サ
ッ
カ
ー
界
の
哲
人
が
語
っ
た

人
権
と
差
別
と
「
移
民
の
現
実
」

半
年
か
１
年
待
ち
」と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
サ
ッ
カ
ー
の
取
材
で
は
な
く
テ
ー
マ

は
移
民
だ
と
伝
え
る
と
、「
す
ぐ
バ
ル
セ

ロ
ナ
へ
来
て
」と
話
が
進
ん
だ
。

当
時
35
歳
だ
っ
た
彼
は
カ
リ
ブ
海
に
浮

か
ぶ
仏
領
グ
ア
ド
ル
ー
プ
諸
島
の
出
身

で
、
幼
い
頃
、
パ
リ
郊
外
に
移
り
住
ん
だ
。

社
会
問
題
に
も
積
極
発
言
す
る
こ
と
で
知

ら
れ
、「
サ
ッ
カ
ー
界
の
哲
人
」の
異
名

が
あ
っ
た
。

今
か
ら
20
年
も
前
の
取
材
だ
が
、
学
生

た
ち
か
ら「
ロ
ン
ド
ン
駐
在
時
に
最
も
印

象
に
残
っ
た
取
材
は
何
で
す
か
」と
問
わ

れ
る
と
、
し
ば
し
ば
テ
ュ
ラ
ム
選
手
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
挙
げ
る
。

Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
本
拠
地
カ
ン
プ
・

ノ
ウ
で
の
取
材
は
３
時
間
近
く
に
及
ん
だ
。

サ
ッ
カ
ー
の
話
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
移
民
や
社

会
問
題
、現
代
史
へ
と
テ
ー
マ
は
広
が
り
、

「
哲
人
」の
熱
弁
は
止
ま
ら
な
い
。
例
え

ば
、彼
は
こ
ん
な
こ
と
を
話
す
の
で
あ
る
。

◆
１
９
４
８
年
、二
つ
の
出
来
事

「
僕
た
ち
黒
人
以
外
に
は
な
か
な
か
理

解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
っ
て
、
た
ぶ
ん

山
の
よ
う
に
あ
る
。
黒
人
は
し
っ
か
り
記

憶
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
以
外

の
人
々
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
」

「
例
え
ば
、
１
９
４
８
年
に
制
定
さ
れ

た
世
界
人
権
宣
言
。
日
本
で
も
き
っ
と
教

科
書
に
も
載
っ
て
い
る
と
思
う
。
す
べ
て

の
人
は
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、

宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
な
ど
に
よ

っ
て
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
と

大
切
さ
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
、
そ
の
同
じ
年
、
世
界
で
は
何
が
あ
っ

た
か
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
ア
フ

リ
カ
で
は
何
が
あ
っ
た
か
即
答
で
き
る
だ

ろ
う
か
？
」

正
直
に
言
う
と
、
私
は
と
っ
さ
に
答
え

ら
れ
な
か
っ
た
。

「
あ
の
悪
名
高
い
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
そ
れ
ま
で
で
法

的
根
拠
の
な
い
慣
習
だ
っ
た
の
に
、
世
界

人
権
宣
言
が
生
ま
れ
た
１
９
４
８
年
に
白

人
の
権
利
と
し
て
初
め
て
法
制
化
さ
れ

た
。
同
じ
年
に
起
き
た
二
つ
の
出
来
事
。

そ
の
意
味
、
そ
の
落
差
を
日
本
の
学
校
で

は
教
わ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

当
時
の
メ
モ
に
よ
る
と
、
取
材
は
１
時

間
の
約
束
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
テ
ュ
ラ
ム

選
手
の
話
は
止
ま
ら
な
い
。
横
に
座
る
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に「
後
の
予
定
は
キ
ャ
ン
セ
ル

し
て
」と
言
い
、
話
は
続
い
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
と
き
の
人
権
宣
言

も
世
界
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本

の
学
校
で
も
習
う
と
思
う
」

日
本
で
は
中
学
校
の
教
科
書
に
載
っ
て

い
る
、
１
７
８
９
年
と
い
う
年
は
暗
記
さ

せ
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
、
自
由
・
平
等
・

人
権
・
友
愛
、
そ
し
て
民
主
制
と
い
っ
た

言
葉
と
共
に
。

高
た か

田
だ

　昌
ま さ

幸
ゆ き

1960年生まれ　ジャーナリスト　
2026年度から専修大学文学部
ジャーナリズム学科特任教授
および東京都市大学名誉教授　
北海道新聞記者　高知新聞記
者　東京都市大学メディア情
報学部教授　放送倫理・番組
向上機構（BPO）放送倫理検
証委員会・委員長代行などを
務める　04年に北海道警察裏
金問題追及の取材班代表とし
て新聞協会賞　菊池寛賞など
受賞　著書に『調査報道の戦
後史　1945―2025』『真実 新
聞が警察に跪いた日』ほか　共
著に『権力ＶＳ調査報道』『権
力に迫る「調査報道」』『メディ
アの罠 権力に加担する新聞・
テレビの深層』ほか
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そ
ん
な
ふ
う
に
答
え
て
い
る
と
、
テ
ュ

ラ
ム
選
手
は
続
け
た
。

「
確
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
世
界
史

的
な
大
事
件
だ
っ
た
。
で
も
、
自
由
と
平

等
を
旗
印
に
市
民
革
命
が
起
き
た
当
時
、

僕
た
ち
の
先
祖
で
あ
る
黒
人
た
ち
は
奴
隷

と
し
て
売
り
飛
ば
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も

当
時
、
奴
隷
貿
易
は
ピ
ー
ク
だ
っ
た
」

「
奴
隷
が
集
め
ら
れ
、
船
に
乗
せ
ら
れ

た
ア
フ
リ
カ
の
場
所
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
起
き
た
パ

リ
は
知
っ
て
い
て
も
、
あ
の
奴
隷
貿
易
の

基
地
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
日
本

に
も
欧
米
に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
し
て
思
う
ん
だ
け
ど
、
同
じ

よ
う
な
例
は
ほ
か
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
」

う
。
幸
い
に
も
、
僕
は
サ
ッ
カ
ー
が
う
ま

く
て
、
プ
ロ
に
な
れ
て
、
収
入
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
い
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
で
も
、
息
子
は
こ
の
先
、
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
だ

ろ
う
っ
て
」

Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
で
初
優
勝
を
果
た

し
た
と
き
、
仏
代
表
チ
ー
ム
は
豪
華
な
布

陣
だ
っ
た
。
中
盤
は
ジ
ダ
ン
を
は
じ
め
、

デ
シ
ャ
ン
、
プ
テ
ィ
、
ジ
ョ
ル
カ
エ
フ
ら

の
各
選
手
で
構
成
。
守
備
は
デ
サ
イ
ー
が

統
率
し
、
前
線
に
は
ア
ン
リ
や
ト
レ
ゼ
ゲ

ら
の
点
取
り
屋
が
い
た
。

パ
ス
回
し
は
華
麗
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
も

十
分
。
一
方
で
移
民
や
そ
の
子
孫
も
多
い

こ
と
か
ら「
ボ
ー
ル
は
十
数
秒
で
世
界
を

１
周
す
る
」と
も
評
さ
れ
た
。
深
刻
な
移

民
問
題
を
抱
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
代
表

チ
ー
ム
の
進
撃
に
沸
き
、
民
族
の
融
和
も

進
む
と
い
う
見
方
す
ら
出
た
と
い
う
。

「
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
は
サ
ッ
カ
ー
だ
」

テ
ュ
ラ
ム
選
手
は
そ
う
言
っ
た
。

「
Ｗ
杯
の
試
合
に
勝
っ
た
く
ら
い
で
、移

民
社
会
の
現
実
が
変
わ
る
わ
け
が
な
い
。

も
っ
と
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
。
試
合
の

結
果
に
沸
き
立
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

僕
た
ち
は
も
っ
と
知
る
べ
き
だ
と
思
う
」

◆
世
を
変
え
る
知
識
伝
え
る
職
業

そ
し
て
、
こ
の
あ
と
、
彼
の
口
か
ら
あ

の
言
葉
が
飛
び
出
し
た
の
だ
。

「
世
の
中
を
変
え
る
た
め
の
知
識
。
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
な

た
の
よ
う
な
職
業
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ

と
思
う
。そ
れ
と
教
育
に
携
わ
る
人
た
ち
。

こ
の
二
つ
の
職
業
の
重
要
性
は
も
っ
と
強

調
さ
れ
て
い
い
」

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
４
カ
月
後
の

２
０
０
７
年
５
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
統

領
選
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
テ
ュ
ラ
ム
選

手
は
当
時
内
相
だ
っ
た
サ
ル
コ
ジ
候
補
を

人
種
差
別
的
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
、

大
き
な
議
論
を
呼
ん
だ
。
こ
れ
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
テ
ュ
ラ
ム
選
手
は
現
役
時

代
も
引
退
後
も
社
会
へ
の
積
極
的
な
発
言

を
続
け
た
。

そ
し
て
、
彼
の
子
ど
も
も
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
の
技
量
を
父
か
ら
引
き

継
い
だ
。
幼
い
頃
、
父
母
に「
僕
、
白
人

に
生
ま
れ
た
か
っ
た
」と
口
に
し
た
、
あ

の
男
の
子
で
あ
る
。

そ
の
マ
ル
ク
ス
・
テ
ュ
ラ
ム
は
イ
タ
リ

ア
の
イ
ン
テ
ル
・
ミ
ラ
ノ
で
活
躍
し
て
お

り
、
今
年
の
Ｗ
杯
で
は
仏
代
表
に
選
ば
れ

た
。代

表
で
の
背
番
号
は
９
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
父
と
違
っ
て
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、
人
種

差
別
に
反
対
し
た
り
自
国
の
極
右
政
党
の

躍
進
に
懸
念
を
示
し
た
り
と
、
社
会
に
向

け
て
積
極
的
に
意
見
を
表
明
す
る
姿
も
父

親
そ
っ
く
り
だ
。

「
例
え
ば
、
１
９
３
１
年
に
パ
リ
で
開

か
れ
た
世
界
植
民
地
博
覧
会
も
そ
う
。
そ

こ
で
は
黒
人
が
展
示
品
だ
っ
た
。
い
い
か

い
？
　
生
き
た
黒
人
が
展
示
さ
れ
た
ん

だ
。た
っ
た
70
年
く
ら
い
前
の
話
だ
。そ
れ

な
の
に
、
多
く
の
人
は
そ
の
事
実
を
忘
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
知
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
が
示
し
て
い
る
重
大
な
意

味
を
社
会
は
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」

◆「
白
人
に
生
ま
れ
て
い
れ
ば
」

テ
ュ
ラ
ム
選
手
が
故
郷
の
グ
ア
ド
ル
ー

プ
諸
島
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
移
住

し
た
の
は
、
９
歳
の
時
だ
。

「
故
郷
の
島
で
は
、
母
親
た
ち
の
世
代

は
ず
っ
と
、
白
人
と
結
婚
す
る
こ
と
が
夢

だ
っ
た
。
白
人
と
結
婚
す
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
子
ど
も
の
肌
の
色
が
白
く
な
る
。
僕
の

子
ど
も
も
あ
る
と
き
、『
白
人
に
生
ま
れ

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
』と
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
一
度
だ
け
ね
。
そ
の
と
き
、
僕
は

妻
と
一
緒
に
息
子
と
向
き
合
っ
て
、
じ
っ

く
り
、
本
当
に
じ
っ
く
り
話
し
た
。『
ど

う
し
て
そ
う
思
う
の
か
い
？
』っ
て
。
頭

越
し
に
怒
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
」

「
知
っ
て
の
通
り
、
僕
が
母
親
と
き
ょ

う
だ
い
た
ち
と
パ
リ
郊
外
に
移
住
し
て
き

た
こ
ろ
は
、
本
当
に
貧
し
か
っ
た
。
部
屋

は
狭
く
、
机
も
な
い
。
団
地
の
階
段
を
机

代
わ
り
に
し
て
い
た
。
パ
リ
の
郊
外
っ
て

言
え
ば
、
ど
う
い
う
場
所
か
分
か
る
と
思

リリアン・テュラムさん（左）とインテル・ミラノでサッカー選
手として活躍する息子のマルクス・テュラムさん（右）（イタリ
ア・ミラノ サンシーロ・スタジアム/ ５月17日/AFP時事）
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■
会
議
報
告

●
第
５
７
３
回
企
画
委
員
会

�

（
６
・
9
　
９
階
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

菅
野
幹
雄
企
画
委
員
長（
日
本
経
済
新

聞
社
）の
退
任
に
伴
い
、
後
任
の
藤
井
彰

夫
委
員
長（
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
主

幹
）が
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
、
議
事
を
進
行

し
た
。
退
任
す
る
大
内
佐
紀
委
員（
読
売

新
聞
社
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
今
後
の

ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

出
席
　
藤
井
委
員
長
、
青
池
、
行
方
、
佐

藤
、
橋
本
、
大
内
、
高
橋
、
辻
本
、
森
田
、

小
林
、
中
村
、
白
石
、
早
川
、
田
中
、
山

口
、
宮
内
、
今
井
、
出
川
、
山
下
、
岩
田
、

萩
原
、
藤
川
、
立
石
、
鈴
木
、
滝
の
各
委

員
。

●
第
５
８
６
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
６
・
10
　
小
会
議
室
）

新
任
の
松
尾
真
一
委
員（
日
本
民
間
放

送
連
盟
事
務
局
次
長
兼
編
集
広
報
部
長
兼

研
究
所
長
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
７
月

１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答
申

し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
蔭
西
、
鈴
木
、
松

尾
の
各
委
員
。

＊
会
報
委
員
会
は
６
月
３
日
に
開
催
予
定

だ
っ
た
が
、
台
風
６
号
接
近
の
影
響
に
よ

り
休
会
し
、
７
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
メ

ー
ル
に
よ
る
意
見
交
換
と
集
約
に
切
り
替

え
た
。

●
第
７
４
４
回
理
事
会（
書
面
）

①
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
の
公
益
法
人

法
改
正
に
よ
り
、
事
業
報
告
で「
法
人
の

運
営
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
の
取
組
」

を
記
載
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
25
年
度
の
事
業
報
告
に
同

項
目
を
追
記
し
た
件
、
②
左
記
の
役
員
一

部
交
代
に
関
す
る
件
、
③
会
員
の
入
退
会

（
7
月
１
日
付
）を
承
認
し
た
。

〈
理
事
交
代
〉

・
日
本
経
済
新
聞
社

藤
井
彰
夫 

論
説
主
幹（
旧 

菅
野
幹
雄
氏
）

・
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

川
野
友
裕 

報
道
局
長（
旧 

塚
越
裕
爾
氏
）

・
テ
レ
ビ
東
京

大
久
保
直
和 

常
務
取
締
役 

報
道
、
Ｉ
Ｐ

事
業
担
当
補
佐（
旧 

八
田
亮
一
氏
）

・
九
州
朝
日
放
送

中
島
大
介 

東
京
支
社
長（
旧 

大
保
一
氏
）

『
広
島
を
伝
え
る
―
―
メ
デ
ィ
ア
人
と
し
て
思

う
こ
と
』

飯
田
　
政
之（
読
売
新
聞
社
出
身
、広
島
テ
レ
ビ
会
長
）

よ
そ
者
の
視
点
で
読
む
被
爆
地
　

　
元
新
聞
記
者
が
地
方
テ
レ
ビ
の
経
営
者

に
転
じ
て
広
島
を
ど
う
見
た
か
―
―
鹿
児

島
市
出
身
。読
売
新
聞
東
京
本
社
で
政
治
・

文
化
を
担
当
し
た
経
験
を
背
景
に
、「
よ

そ
者
の
視
点
」か
ら
広
島
を
論
じ
る
。
被

爆
地
の
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
を
起
点
に
、
音

楽
ホ
ー
ル
問
題
や
カ
ー
プ
、
武
家
茶
道
、

熊
野
筆
、
地
酒
な
ど
の
題
材
を
通
し
て
都

市
の
魅
力
を
描
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
地
方

テ
レ
ビ
の
使
命
に
も
言
及
し
た
。
巻
末
に

ネ
ッ
ト
視
聴
可
能
な
番
組
一
覧
を
収
録
。

読
む
こ
と
と
視

聴
を
往
還
し
な

が
ら
広
島
の
今

に
迫
る
。

�『
巨
大
地
震
の
真
実
　
地
震
研
究
の
現
在
地

か
ら
言
え
る
こ
と
』

倉
澤
　
治
雄（
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
出
身
）

笠
原
順
三 

東
京
大
学
名
誉
教
授
と
の
共
著

巨
大
地
震
に
立
ち
向
か
う
　

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
、
巨
大
地
震

に
対
す
る
備
え
が
緩
ん
で
き
た
気
が
し
ま

す
。
本
書
は
海
洋
地
震
の
世
界
的
権
威
で

あ
る
笠
原
順
三
東
京
大
学
名
誉
教
授
か
ら

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

地
震
研
究
の
最
新
情
報
を
引
き
出
す
形
で

書
き
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

千
島
海
溝
、
日
本
海
溝
、
そ
れ
に
都
市
直

下
地
震
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
日
本
列
島
は

４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
重
な
る
地
球
上
の
特

異
点
で
す
。「
地
震
予
知
は
不
可
能
」と

あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
科
学

技
術
力
を
結
集
し
て
巨
大
地
震
に
立
ち
向

か
う
こ
と
こ
そ

が
次
世
代
、
次

次
世
代
へ
の
義

務
だ
と
思
い
ま

す
。

�『
国
家
消
滅
の
52
日 

サ
イ
ゴ
ン
陥
落
　
ア

メ
リ
カ
に
依
存
し
た
国
の
悲
惨
！
』

古
森
　
義
久（
産
経
新
聞
社
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
客
員
特
派
員
）

現
代
日
本
に
も
類
似
す
る
教
訓
　

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
終
段
階
、
南
ベ
ト

ナ
ム
と
い
う
国
家
が
北
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
事

大
攻
勢
で
わ
ず
か
52
日
間
で
い
か
に
消
滅

し
た
か
を
現
地
で
目
撃
し
た
記
者
が
報
告

す
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
撤
退
後
の
２
年
間
に

南
北
の
両
国
家
が
衝
突
し
、
北
が
中
国
や

ソ
連
の
豊
富
な
軍
事
支
援
を
得
た
の
に
南

は
ア
メ
リ
カ
に
見
放
さ
れ
滅
び
て
い
っ
た

経
過
を
個
々
の
人
間
に
も
光
を
当
て
て
再

現
す
る
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム

は
自
国
の
安
全

保
障
を
ア
メ
リ

花伝社
1,980円

カ
に
ゆ
だ
ね
て
き
た
点
で
現
代
の
日
本
に

も
類
似
す
る
点
か
ら
の
警
告
や
教
訓
も
明

示
さ
れ
る
。

◇

　
こ
の
欄
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
出
版

さ
れ
た
著
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
２
０
０

字
程
度
で
本
の
内
容
や
狙
い
を
お
ま
と
め

く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
の
西

村
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
：
０
３
―
３
５
０
３
―
２
７
２
９

メ
ー
ル
：nishim

ura@
jnpc.or.jp

ビジネス社
2,200円

南々社
1,650円
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改
革
を
促
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
が
国
を

動
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
競
う

「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」（
中
小
企
業
庁
主
催
）

の
開
催
に
つ
な
が
っ
た
。

私
は
２
０
０
３
年
に
異
動
し
た
大
阪
経

済
部
が
初
め
て
の
本
社
出
稿
部
で
、
担
当

は
中
小
・
中
堅
企
業
だ
っ
た
。
縁
も
ゆ
か

り
も
な
い
関
西
で
戸
惑
い
な
が
ら
取
材
す

る
日
々
。
取
材
対
象
と
な
る
企
業
を
紹
介

し
て
く
れ
る
大
阪
市
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

施
設「
大
阪
産
業
創
造
館（
産
創
館
）」は

あ
り
が
た
い
存
在
で
、
こ
の
施
設
の
広
報

担
当
者
が
山
野
さ
ん
だ
っ
た
。

■
国
も
動
い
て「
甲
子
園
」開
催

私
も
当
時
、
山
野
さ
ん
の
依
頼
で
初
め

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇
す
る
機
会
も

得
た
。明
る
く
て
、会
う
人
を
前
向
き
に
す

る
よ
う
な
力
を
感
じ
た
が
、
そ
れ
が
国
も

巻
き
込
ん
だ「
う
ね
り
」を
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
ま
で
は
予
測
で
き
な
か
っ

た
。
同
時
期
に
取
材
し
て
い
た
中
小
企
業

家
同
友
会
の
担
当
者
か
ら
、
中
小
の
最
大

の
課
題
は
、
後
継
者
不
足
だ
と
聞
い
て
い

た
が
、
山
野
さ
ん
が
そ
の
後
取
り
組
ん
だ

の
は
ま
さ
に
、
後
継
者
不
足
解
消
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
。

き
っ
か
け
は
、
産
創
館
の
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
「
ビ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
」の
編
集
に
携
わ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
取
材
し
、
同
族

経
営
企
業
の
意
外
な
一
面
を
発
見
し
た
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
。
一
般
的
に
は
伝
統
を

重
視
し
、
変
化
に
乏
し
い
と
さ
れ
る
が
、

企
業
に
よ
っ
て
は
目
覚
ま
し
い
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）を
起
こ
し
て
進
化

を
遂
げ
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
、大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

主
に
中
小
企
業
後
継
者
を
対
象
と
し
た
ゼ

ミ
を
開
設
。
集
ま
っ
た
20
人
以
上
の
学
生

に「
後
継
ぎ
」の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
親
と
の
確
執
」「
借
金
」「
義
務
感
」

「
古
い
組
織
」な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言

葉
。
家
業
を
継
ぐ
こ
と
へ
の
抵
抗
感
を
強

く
感
じ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
家
業
を
継

い
で
自
ら
の
創
意
工
夫
で
事
業
を
拡
大
し

た
経
営
者
を
講
義
に
呼
ん
で
直
接
、
語
り

掛
け
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
考
え

が
前
向
き
に
変
わ
っ
て
い
く
の
を
実
感
し

た
。
こ
の
ゼ
ミ
を
通
し
、
後
継
ぎ
の
意
識

変
革
を
促
す
取
り
組
み
に
つ
い
て「
本
当

に
価
値
が
あ
る
と
確
信
し
た
」と
振
り
返

る
。政

策
提
言
や
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
な
ど
の

活
動
を
経
て
、国
も
動
い
た
。21
年
、
初
め

て
の
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
が
開
催
さ
れ
る
。

私
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
本
人
の
発
信
で
、
山
野
さ
ん
の

活
躍
を
見
聞
し
て
き
た
。
千
葉
総
局
の

デ
ス
ク
だ
っ
た
23
年
に
は
、
千
葉
県
の

ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
へ
の
出
場
者
を
取

材
。
経
済
部
次
長
と
し
て
東
京
に
戻
っ

た
24
年
に
は
都
内
で
再
会
し
、
ア
ト
ツ

ギ
支
援
に
携
わ
る
ま
で
を
語
っ
て
も
ら

い
、
記
事
に
し
た
。

■
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
の
よ
う
に
世
界
へ

今
年
２
月
に
は
初
め
て
、
都
内
で
開

催
さ
れ
た
第
６
回
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
を

取
材
。
全
身
全
霊
で
プ
レ
ゼ
ン
に
挑
む

ア
ト
ツ
ギ
た
ち
の
姿
を
見
て
、
一
人
の

女
性
の
情
熱
と
行
動
力
が
も
た
ら
し
た

も
の
の
大
き
さ
に
改
め
て
、
心
を
動
か

さ
れ
た
。
山
野
さ
ん
は
、「
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
を
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
や
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｇ
Ａ
の
よ
う
な
世
界
標
準
ワ
ー
ド
に
し

た
い
」と
、
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ

る
。
今
後
も
、
そ
の
取
り
組
み
の
行
く

末
を
見
守
り
た
い
と
思
う
。

（
た
か
は
し
・
か
ん
じ
　
１
９
９
７
年
７

月
入
社
　
経
済
部
長
）

次
号
は
高
橋
さ
ん
と
内
閣
府
の
記
者

ク
ラ
ブ（
経
済
研
究
会
）で
か
つ
て
、

共
に
取
材
し
た
加
藤
修
平
さ
ん（
日
本

経
済
新
聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

長
い
間
記
者
と
し
て
働
く
と
、
若
い

頃
に
会
っ
た
人
が
後
に
大
活
躍
す
る
と

い
う
う
れ
し
い
知
ら
せ
を
聞
く
こ
と
が

あ
る
。
私
に
と
っ
て
一
般
社
団
法
人

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
」代
表
理

事
の
山
野
千
枝
さ
ん
は
そ
う
し
た
知
り

合
い
だ
。
山
野
さ
ん
は
中
小
企
業
の
後

継
者
を「
ア
ト
ツ
ギ
」と
片
仮
名
で
呼

ぶ
こ
と
で
新
し
い
意
味
を
与
え
、
意
識

リレーエッセ ー

山野千枝さん（左から２人目）（2025年７月/本人提供）

山
野
千
枝
さ
ん 

ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
代
表
理
事

「
ア
ト
ツ
ギ
」 

意
識
改
革
呼
ぶ

高
橋

　寛
次（
産
経
新
聞
社
）
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マ イBOOK／会議報告

■
会
議
報
告

●
第
５
７
３
回
企
画
委
員
会

�

（
６
・
9
　
９
階
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

菅
野
幹
雄
企
画
委
員
長（
日
本
経
済
新

聞
社
）の
退
任
に
伴
い
、
後
任
の
藤
井
彰

夫
委
員
長（
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
主

幹
）が
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
、
議
事
を
進
行

し
た
。
退
任
す
る
大
内
佐
紀
委
員（
読
売

新
聞
社
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
今
後
の

ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

出
席
　
藤
井
委
員
長
、
青
池
、
行
方
、
佐

藤
、
橋
本
、
大
内
、
高
橋
、
辻
本
、
森
田
、

小
林
、
中
村
、
白
石
、
早
川
、
田
中
、
山

口
、
宮
内
、
今
井
、
出
川
、
山
下
、
岩
田
、

萩
原
、
藤
川
、
立
石
、
鈴
木
、
滝
の
各
委

員
。

●
第
５
８
６
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
６
・
10
　
小
会
議
室
）

新
任
の
松
尾
真
一
委
員（
日
本
民
間
放

送
連
盟
事
務
局
次
長
兼
編
集
広
報
部
長
兼

研
究
所
長
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
７
月

１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答
申

し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
蔭
西
、
鈴
木
、
松

尾
の
各
委
員
。

＊
会
報
委
員
会
は
６
月
３
日
に
開
催
予
定

だ
っ
た
が
、
台
風
６
号
接
近
の
影
響
に
よ

り
休
会
し
、
７
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
メ

ー
ル
に
よ
る
意
見
交
換
と
集
約
に
切
り
替

え
た
。

●
第
７
４
４
回
理
事
会（
書
面
）

①
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
の
公
益
法
人

法
改
正
に
よ
り
、
事
業
報
告
で「
法
人
の

運
営
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
の
取
組
」

を
記
載
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
25
年
度
の
事
業
報
告
に
同

項
目
を
追
記
し
た
件
、
②
左
記
の
役
員
一

部
交
代
に
関
す
る
件
、
③
会
員
の
入
退
会

（
7
月
１
日
付
）を
承
認
し
た
。

〈
理
事
交
代
〉

・
日
本
経
済
新
聞
社

藤
井
彰
夫 

論
説
主
幹（
旧 

菅
野
幹
雄
氏
）

・
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

川
野
友
裕 

報
道
局
長（
旧 

塚
越
裕
爾
氏
）

・
テ
レ
ビ
東
京

大
久
保
直
和 

常
務
取
締
役 

報
道
、
Ｉ
Ｐ

事
業
担
当
補
佐（
旧 

八
田
亮
一
氏
）

・
九
州
朝
日
放
送

中
島
大
介 

東
京
支
社
長（
旧 

大
保
一
氏
）

『
広
島
を
伝
え
る
―
―
メ
デ
ィ
ア
人
と
し
て
思

う
こ
と
』

飯
田
　
政
之（
読
売
新
聞
社
出
身
、広
島
テ
レ
ビ
会
長
）

よ
そ
者
の
視
点
で
読
む
被
爆
地
　

　
元
新
聞
記
者
が
地
方
テ
レ
ビ
の
経
営
者

に
転
じ
て
広
島
を
ど
う
見
た
か
―
―
鹿
児

島
市
出
身
。読
売
新
聞
東
京
本
社
で
政
治
・

文
化
を
担
当
し
た
経
験
を
背
景
に
、「
よ

そ
者
の
視
点
」か
ら
広
島
を
論
じ
る
。
被

爆
地
の
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
を
起
点
に
、
音

楽
ホ
ー
ル
問
題
や
カ
ー
プ
、
武
家
茶
道
、

熊
野
筆
、
地
酒
な
ど
の
題
材
を
通
し
て
都

市
の
魅
力
を
描
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
地
方

テ
レ
ビ
の
使
命
に
も
言
及
し
た
。
巻
末
に

ネ
ッ
ト
視
聴
可
能
な
番
組
一
覧
を
収
録
。

読
む
こ
と
と
視

聴
を
往
還
し
な

が
ら
広
島
の
今

に
迫
る
。

�『
巨
大
地
震
の
真
実
　
地
震
研
究
の
現
在
地

か
ら
言
え
る
こ
と
』

倉
澤
　
治
雄（
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
出
身
）

笠
原
順
三 

東
京
大
学
名
誉
教
授
と
の
共
著

巨
大
地
震
に
立
ち
向
か
う
　

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
、
巨
大
地
震

に
対
す
る
備
え
が
緩
ん
で
き
た
気
が
し
ま

す
。
本
書
は
海
洋
地
震
の
世
界
的
権
威
で

あ
る
笠
原
順
三
東
京
大
学
名
誉
教
授
か
ら

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

地
震
研
究
の
最
新
情
報
を
引
き
出
す
形
で

書
き
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

千
島
海
溝
、
日
本
海
溝
、
そ
れ
に
都
市
直

下
地
震
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
日
本
列
島
は

４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
重
な
る
地
球
上
の
特

異
点
で
す
。「
地
震
予
知
は
不
可
能
」と

あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
科
学

技
術
力
を
結
集
し
て
巨
大
地
震
に
立
ち
向

か
う
こ
と
こ
そ

が
次
世
代
、
次

次
世
代
へ
の
義

務
だ
と
思
い
ま

す
。

�『
国
家
消
滅
の
52
日 

サ
イ
ゴ
ン
陥
落
　
ア

メ
リ
カ
に
依
存
し
た
国
の
悲
惨
！
』

古
森
　
義
久（
産
経
新
聞
社
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
客
員
特
派
員
）

現
代
日
本
に
も
類
似
す
る
教
訓
　

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
終
段
階
、
南
ベ
ト

ナ
ム
と
い
う
国
家
が
北
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
事

大
攻
勢
で
わ
ず
か
52
日
間
で
い
か
に
消
滅

し
た
か
を
現
地
で
目
撃
し
た
記
者
が
報
告

す
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
撤
退
後
の
２
年
間
に

南
北
の
両
国
家
が
衝
突
し
、
北
が
中
国
や

ソ
連
の
豊
富
な
軍
事
支
援
を
得
た
の
に
南

は
ア
メ
リ
カ
に
見
放
さ
れ
滅
び
て
い
っ
た

経
過
を
個
々
の
人
間
に
も
光
を
当
て
て
再

現
す
る
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム

は
自
国
の
安
全

保
障
を
ア
メ
リ

花伝社
1,980円

カ
に
ゆ
だ
ね
て
き
た
点
で
現
代
の
日
本
に

も
類
似
す
る
点
か
ら
の
警
告
や
教
訓
も
明

示
さ
れ
る
。

◇

　
こ
の
欄
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
出
版

さ
れ
た
著
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
２
０
０

字
程
度
で
本
の
内
容
や
狙
い
を
お
ま
と
め

く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
の
西

村
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
：
０
３
―
３
５
０
３
―
２
７
２
９

メ
ー
ル
：nishim

ura@
jnpc.or.jp

ビジネス社
2,200円

南々社
1,650円
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：686人　⃝個人会員：961人
⃝法人・個人賛助会員：55社・117人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：102人 計174社・1,974人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

菊池　正史　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　遠山　昭弘　成田　浩二 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（７／２現在）

２７㊊ １５：３０ 〜 １６：３０　１０階ホール
ジュリア・ロングボトム 駐日英国大使　会見

＜法人代表変更＞
・下野新聞社　 亀井正明 代表取締役社長  

（旧 若菜英晴氏）
・ＢＳテレビ東京　 長田隆 代表取締役社長  

（旧 加増良弘氏）
・朝日放送テレビ　 平栗大地 取締役  

（旧 岩田潤氏）
・中国放送　 真田和幸 報道制作局長  

（旧 伊藤誠治氏）
・ＲＫＢ毎日放送　 野中滋朗 東京支社長  

（旧 竹島史浩氏）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●元衆院議長・河野洋平さん 会見動画公開中
　先月死去した衆院議長や自民党
総裁などを務めた河野洋平さんは
過去６回クラブで会見していま
す。このうち、２０１５年６月シリー
ズ「戦後７０年を語る」での村山富
市元首相との対談、１７年９月の会見の動画をそ
れぞれご覧いただけます。１５年６月の会見は詳
録（文字記録）もあります。

　恒例のレストラン・アラスカの夏の会員サー
ビスは、シェフ自慢の「夏の特別メニュー」をご
用意します。通常なら１万円相当のフルコース
を５，５００円（税込み）でご提供します。
メニュー　オードブル盛り合わせ、冷製ミネス
トローネ、真鯛のポワレ アンチョビとナッツの
ノワゼットソース、和牛ランプステーキ 和風オ
ニオンソース、デザート盛り合わせ、コーヒー
または紅茶、パンまたはライス
※メニューは一部変更の場合があります。
　ご予約はご利用希望日の１カ月前から承りま
す。電話０３－３５０３－２７３１までお願いします。この
メニューは眺めの良い窓際のお席をお使いいた
だけますので、ご希望の方はご予約の際にスタ
ッフにお申し出ください。
　１０階レストランが貸し切りの場合は、９階和
食レストランでもお召し上がりいただけます。

アラスカ「夏の会員サービス」８月３日〜 ２８日

　会員社所属の方であれば、会員でなくてもク
ラブのレストランやラウンジを利用することがで
きます。ラウンジにはライティングデスクがござ
いますのでＰＣを使っての作業もできます。各省
庁の記者クラブの皆さんもぜひ、お立ち寄りく
ださい。ご利用の際は社員証をご提示ください。

会員社所属の皆さんも施設利用できます

　梅雨の季節、クラブの傘立てに放置されてい
る傘があります。お心当たりのある方はお早め
にお持ち帰りください。

傘、お忘れではないですか

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　文月お献立（７/３１まで）
　前菜：穴子八幡巻き、つぶ貝酢みそあえ、ふ
くさ玉子、茄子煮おろしなど　椀：ハモくずた
たき ジュンサイ、小メロン　造り：鮪、鯛皮霜
焼き物：白尼鯛 黄身醤油焼きなど　煮物：楓冬
瓜鶏みそ掛け、里いもなど　食事：そうめん 甘味：
マンゴームース、キウイ（５，５００円） （板長：内海圭史）
＊仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（８/１まで）
　生ハムといちじくのサラダ、枝豆の冷製クリ
ームスープ、牛フィレ肉のグリル マディラ酒の
ソース、桃のコンポートとピスタチオのアイス、
コーヒーまたは紅茶、パンとバター（４，４００円）。
ランチ、ディナーともに９階レストランでもご
提供します。 （シェフ：佐藤和治）

　今年も山形新聞社からさく
らんぼをいただきました。橘
拓・東京支社長と坂本由美子・
東京支社編集部長が大粒の紅

秀峰を届けてくれました。ラウンジや和食レス
トランで会員の皆さんに召し上がっていただ
き、「甘くて美味しい」と大好評でした。

山形新聞さんからさくらんぼ

　例年、お盆期間はクラブ施設と事務局の開室
時間を短縮しています。この期間の開室時間が
決まりしたら、ウェブサイトに掲載しますので、
ご確認ください。

お盆期間の営業時間 ウェブで確認を

　毎年恒例で夏に現役記者を対象に記者研修会
を開催しています。すぐに活用できる実践的な
講座が毎回好評です。今年は８月２７日（木）、２８
日（金）に対面とオンライン併用で開催する準備
を進めています。詳細が決まりましたら、法人
会員各社へご案内いたします。

８月２７日、２８日に記者研修会
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生
成
Ａ
Ｉ
に
書
け
な

い
も
の
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
。大

学
で
学
生
が
提
出

し
た
リ
ポ
ー
ト
を
読
む

た
び
に
、
そ
う
考
え
る

こ
と
が
増
え
た
。

調
べ
も
の
、
文
章
の
下
書
き
、
要

約
、
翻
訳
、
悩
み
相
談
。
使
い
方
の

濃
淡
は
あ
る
に
せ
よ
、
生
成
Ａ
Ｉ
は

若
い
世
代
の
間
に
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
。

少
し
前
ま
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使

っ
て
書
い
た
リ
ポ
ー
ト
は
比
較
的
見

分
け
や
す
か
っ
た
。
内
容
に
明
ら
か

な
誤
り
が
あ
っ
た
り
、
授
業
で
扱
っ

て
い
な
い
高
度
な
概
念
が
突
然
出
て

き
た
り
し
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
Ａ

Ｉ
の
急
速
な
進
歩
に
伴
い
、
最
近
で

は
Ａ
Ｉ
作
か
ど
う
か
の
判
別
が
難
し

く
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
痕
跡
が
ま
っ
た
く
消

え
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
課
題
に
対

し
、
論
点
も
結
論
も
よ
く
似
た
リ
ポ
ー

ト
が
並
ぶ
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
。

一
見
す
る
と
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
だ
が
、
授
業
中
ど
こ
に
興
味
を
感

じ
た
の
か
、何
に
疑
問
を
持
っ
た
の
か
、

ど
ん
な
経
験
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
の

か
、
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

Ａ
Ｉ
の
便
利
さ
は
よ
く
分
か
る
。
怒

ら
な
い
。
待
っ
て
く
れ
る
。
何
度
で
も

聞
け
る
。
他
人
に
は
言
い
に
く
い
こ
と

も
、
Ａ
Ｉ
に
は
相
談
し
や
す
い
。

一
方
で
学
生
た
ち
は
、
Ａ
Ｉ
使
用
の

危
う
さ
に
も
気
づ
い
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
に

頼
り
過
ぎ
れ
ば
、
自
分
で
考
え
る
力

が
弱
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
Ａ
Ｉ

に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
不
安
は
、
自
分
の
将

来
像
そ
の
も
の
へ
の
不
安
で
も
あ

る
。そ

れ
で
も
、
希
望
は
あ
る
。

Ａ
Ｉ
に
書
け
な
い
も
の
が
あ
る
と

す
れ
ば
―
―
授
業
中
に
胸
に
残
っ
た

一
言
、
自
分
の
経
験
と
結
び
つ
い
た

問
い
、
書
き
な
が
ら
考
え
が
変
わ
っ

て
い
く
過
程
。
そ
う
し
た
も
の
は
、

Ａ
Ｉ
が
代
わ
り
に
表
現
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

学
生
た
ち
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
書
け
な

い「
何
か
」を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
そ
の「
何
か
」を
引
き
出

す
問
い
を
、
私
た
ち
教
え
る
側
は
用
意

で
き
て
い
る
の
か
。
問
わ
れ
て
い
る
の

は
、
学
生
だ
け
で
は
な
い
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
出
身鴨

下
　
ひ
ろ
み

ＡＩに書けないもの

会報
委員から

新しい個人Ｄ会員

　引き続き政治Watchingをしていくつも
りです。よろしくお願いします。選挙の
票読みが好きなので、日本選挙学会にも
入りました。

大
おお

石
いし

　格
いたる 1985年日本経済新聞社入社。政治

部次長、那覇支局長、ワシントン
支局長、上級論説委員、編集委員
などを経て、３月退社。

　朝日新聞で国際報道畑を歩み、戦争取
材に追われました。そこで痛感したのが
自由な言論の大切さ。今後も微力を尽く
したいと思います。

喜
き

田
だ

　尚
たかし 1985年朝日新聞社入社。社会部、

国際編集部次長、外報部次長、ロー
マ、ウィーン、モスクワの各支局
長などを経て、５月退社。

　生涯現役を唱え、出版人としての活動
も45年目となった。ネット発信主体の時
代だからこそ、書籍で伝えるジャーナリ
ズムの重要性を訴えたいと思います。

佐
さ

久
く

間
ま

　憲
けん

一
いち 1982年新潮社入社。出版部、文庫
編集部次長、新潮OH！文庫編集
長、その後、バジリコ常務取締役
やポプラ社ポプラビーチ編集室長
などを経て、現在、牧野出版代表
取締役。

　経済分野を長く担当してきました。き
な臭い出来事があまりに多いのが心配で、
改めて内幸町の空気を吸いたくなりまし
た。よろしくお願いします。

鶴
つる

田
た

　東
と

洋
よ

彦
ひこ 日刊工業新聞社を経て1997年産経新聞
社入社。東京本社経済部長、大阪本社
編集局次長、取締役西部代表、常務取
締役、日本工業新聞社代表取締役社長
などを歴任し2024年６月退社。現在、
東京女子医科大学広報アドバイザー。

　プラザ合意とバブルの時代に駆け出し。
その後は、デフレと低成長に苦しむ時代
を追いかけた記者生活でした。やっと訪
れた転換期、見逃すわけにはいきません。

播
はり

摩
ま

　卓
たく

士
し 1984年東京放送（現TBSテレビ）入
社。経済部長、ワシントン支局長、
編集主幹、解説室長、ニュース23や
BS-TBS「Bizスクエア」などのキャス
ターを経て退社。現在、帝京大学教授。

　35年余のパリ生活を終えて25年末帰
国。パリから日本および世界を見てき
たが、東京から世界を眺め続けたいの
でよろしくお願いします。

山
やま

口
ぐち

　昌
しょう

子
こ 1966年産経新聞社入社。71年創
刊の夕刊フジに異動。86年産経新聞
社外信部。90年から退社の2011
年までパリ支局長。25年までパリ
でフリーの記者および作家活動。

会員掲示 板
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：686人　⃝個人会員：961人
⃝法人・個人賛助会員：55社・117人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：102人 計174社・1,974人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

菊池　正史　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　遠山　昭弘　成田　浩二 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（７／２現在）

２７㊊ １５：３０ 〜 １６：３０　１０階ホール
ジュリア・ロングボトム 駐日英国大使　会見

＜法人代表変更＞
・下野新聞社　 亀井正明 代表取締役社長  

（旧 若菜英晴氏）
・ＢＳテレビ東京　 長田隆 代表取締役社長  

（旧 加増良弘氏）
・朝日放送テレビ　 平栗大地 取締役  

（旧 岩田潤氏）
・中国放送　 真田和幸 報道制作局長  

（旧 伊藤誠治氏）
・ＲＫＢ毎日放送　 野中滋朗 東京支社長  

（旧 竹島史浩氏）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●元衆院議長・河野洋平さん 会見動画公開中
　先月死去した衆院議長や自民党
総裁などを務めた河野洋平さんは
過去６回クラブで会見していま
す。このうち、２０１５年６月シリー
ズ「戦後７０年を語る」での村山富
市元首相との対談、１７年９月の会見の動画をそ
れぞれご覧いただけます。１５年６月の会見は詳
録（文字記録）もあります。

　恒例のレストラン・アラスカの夏の会員サー
ビスは、シェフ自慢の「夏の特別メニュー」をご
用意します。通常なら１万円相当のフルコース
を５，５００円（税込み）でご提供します。
メニュー　オードブル盛り合わせ、冷製ミネス
トローネ、真鯛のポワレ アンチョビとナッツの
ノワゼットソース、和牛ランプステーキ 和風オ
ニオンソース、デザート盛り合わせ、コーヒー
または紅茶、パンまたはライス
※メニューは一部変更の場合があります。
　ご予約はご利用希望日の１カ月前から承りま
す。電話０３－３５０３－２７３１までお願いします。この
メニューは眺めの良い窓際のお席をお使いいた
だけますので、ご希望の方はご予約の際にスタ
ッフにお申し出ください。
　１０階レストランが貸し切りの場合は、９階和
食レストランでもお召し上がりいただけます。

アラスカ「夏の会員サービス」８月３日〜 ２８日

　会員社所属の方であれば、会員でなくてもク
ラブのレストランやラウンジを利用することがで
きます。ラウンジにはライティングデスクがござ
いますのでＰＣを使っての作業もできます。各省
庁の記者クラブの皆さんもぜひ、お立ち寄りく
ださい。ご利用の際は社員証をご提示ください。

会員社所属の皆さんも施設利用できます

　梅雨の季節、クラブの傘立てに放置されてい
る傘があります。お心当たりのある方はお早め
にお持ち帰りください。

傘、お忘れではないですか

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　文月お献立（７/３１まで）
　前菜：穴子八幡巻き、つぶ貝酢みそあえ、ふ
くさ玉子、茄子煮おろしなど　椀：ハモくずた
たき ジュンサイ、小メロン　造り：鮪、鯛皮霜
焼き物：白尼鯛 黄身醤油焼きなど　煮物：楓冬
瓜鶏みそ掛け、里いもなど　食事：そうめん 甘味：
マンゴームース、キウイ（５，５００円） （板長：内海圭史）
＊仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（８/１まで）
　生ハムといちじくのサラダ、枝豆の冷製クリ
ームスープ、牛フィレ肉のグリル マディラ酒の
ソース、桃のコンポートとピスタチオのアイス、
コーヒーまたは紅茶、パンとバター（４，４００円）。
ランチ、ディナーともに９階レストランでもご
提供します。 （シェフ：佐藤和治）

　今年も山形新聞社からさく
らんぼをいただきました。橘
拓・東京支社長と坂本由美子・
東京支社編集部長が大粒の紅

秀峰を届けてくれました。ラウンジや和食レス
トランで会員の皆さんに召し上がっていただ
き、「甘くて美味しい」と大好評でした。

山形新聞さんからさくらんぼ

　例年、お盆期間はクラブ施設と事務局の開室
時間を短縮しています。この期間の開室時間が
決まりしたら、ウェブサイトに掲載しますので、
ご確認ください。

お盆期間の営業時間 ウェブで確認を

　毎年恒例で夏に現役記者を対象に記者研修会
を開催しています。すぐに活用できる実践的な
講座が毎回好評です。今年は８月２７日（木）、２８
日（金）に対面とオンライン併用で開催する準備
を進めています。詳細が決まりましたら、法人
会員各社へご案内いたします。

８月２７日、２８日に記者研修会

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/31079/report/
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/31079/report/
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34924/report
https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
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撮影：平
ひら

川
かわ

　義
よし

之
ゆき

（毎日新聞社写真映像報道部）

歓迎式典でフィリピンのマルコス大統領を出迎えられた天皇陛下＝５月２７日午前９時２６分、皇居・宮殿東庭

写 真 回 廊

　
そ
れ
に
し
て
も
、
い
や
あ
、
よ
か
っ
た
。
こ
の
写
真
が
カ
ラ
ー
で
。

　
漫
画
家
の
し
り
あ
が
り
寿
氏
が「
地
球
防
衛
家
の
ヒ
ト
ビ
ト
」で

警
告
し
た
よ
う
に
、
日
の
丸
を
白
黒
印
刷
し
た
ら
近
い
将
来
損
壊
と

認
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　「
他
人
に
不
快
な
念
を
抱
か
せ
る
」こ
と
が
刑
罰
適
用
の
構
成
要

件
に
な
る
。
当
局
が「
白
黒
の
日
の
丸
を
見
て
国
民
が
不
快
な
念
を

抱
い
た
」と
認
定
す
れ
ば
そ
れ
で
お
し
ま
い
。
筆
者
や
編
集
者
は
お

縄
に
な
り
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
は
家
宅
捜
索
が
は
い
る
か
も
、
だ
。

　
で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
。
電
車
の
中
で
思
い
切
り
鼻
を
ほ

じ
く
る
オ
ジ
サ
ン
。「
歩
き
ス
マ
ホ
は
や
め
ま
し
ょ
う
」と
い
う
駅

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
下
、
携
帯
を
凝
視
し
て
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
若
者
。

虫む
し

唾ず

が
走
る
作
り
笑
い
を
振
り
ま
く
政
治
家
。
世
に
不
快
の
念
を
抱

か
せ
る
輩や

か
らは

数
い
る
の
に
、
な
ん
で
怪
し
げ
な
官
製
の
権
威
を
損
壊

し
た
者
だ
け
が
処
罰
の
対
象
に
な
る
の
か
。

　
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
べ
セ
ル
の
草
原
で
、
ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク

ス
が「
星
条
旗
」を
弾
い
た
時
、
聴
衆
は
そ
の
感
性
に
震
え
た
。「
神

聖
な
国
歌
に
対
す
る
冒ぼ

う

涜と
く

だ
」と
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
の
特
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
の「
正
調
の
損
壊
」は

歴
史
に
残
る
名
演
と
な
っ
た
。
誰
か
が
不
快
に
思
う
か
は
問
題
で
は

な
い
。
あ
い
ま
い
な
基
準
で
国
家
権
力
を
発
動
し
市
民
を
取
り
締
ま

ろ
う
と
発
想
す
る
為
政
者
の
存
在
こ
そ
問
題
な
の
だ
。

　
イ
エ
ス
は
自
ら
の
運
命
を
予
見
し
弟
子
た
ち
に「
心
騒
が
せ
る

な
」と
言
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
私
に
は
無
理
。
毎

朝
、
新
聞
を
読
む
た
び
に
、
胸
の
内
は
波
打
ち
、
舌
は
ざ
ら
つ
く
。

生
業
と
す
る
表
現
の
自
由
が
国
家
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
の
に
、「
心
騒
が
せ
る
な
」な
ん
て
で
き
な
い
。

　
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
の
神
学
者
マ
ル
チ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
説
諭
に

従
い「
端
緒
に
抵
抗
せ
よ
」で
あ
る
。
立
法
が
ど
う
な
ろ
う
と
も
。

�

（
時
事
通
信
社
出
身
　
軽
部
　
謙
介
）

端
緒
に
抵
抗
せ
よ




